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おわりに

はじめに

筆者は， 1973年 10月下旬から 1974年4月下旬まで，コロンボ計画による視聴覚教育専門家

としてヴェトナム共和菌(以下，南ヴェトナムと記す〉に滞在した。その関，文部省教材セン

タ~ (1MC)1)に籍をおき， サイゴン大学のほかし、くつかの大学や師範学校2)の学生， 説びに

現場教闘を対象に視聴覚教育に関する講義と実技指導を行なった。

この小報告は，その聞に得たし、くつかの資料をもとに，教育現場の見開，教師連との話し合

いなどの体験を加味してまとめたものである。

1) Ministry of Culture， Eclucation乱.nclYouthを文部省と訳し， Instructional Material Center 

を教材センター(以下 IMC)と訳した。

2) 1973年から SeniorHigh School卒業を入学条件としたため，本来 Collegeと見られるべきで

あるが，従来までのフランス流の学校制度や呼称、の影響から，小学校教員養成機関は，現在でも

中等教育のひとつと見倣され， Normal School (師範学校)と呼ばれている。
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この報告をまとめようとし サイゴンへの指導出張が決定してから南ヴェトナムの

についていろいろ調べようとしたが，新しい資料の入手が不可能で，今日の実態を知るう

えで大ぎな国難を経験したことによる。

ただし，滞在期間わずかに6ヶ月，しかもサイゴンを中心として生活し，その他の地方には

ために数回旅行したに過ぎない。従って，南ヴェトナム叙1]から見たり得たりした

情報が中心であることを予め詰提として読んでいただきたい。

この小報告が， 南ヴェトナムの教育を研究しようとする人々にとって，いくらかの参

考rこなれば幸いである1，2)。

1 

Z 科会的背

1) 国名: ヴェトナム共和問

2) 政治機構: 共和若手j

3) 密務 173，300km2

4) 人口 18，500，000人

5) 人口密度 106人

6) 独立年月日 1945年8月 19E1 

7) ジュネーブ協定成立尽 1974年 7月20E1 

8) 現在の政治制度 1967年以降の第ニ次共和制

9) 教育行政府 Ministryof Culture， Education and Youth 

O文部大臣

10) 

O文部次官(高等教育・技術教育担当)

〈教育研究・教育発展計画担当)

(初等・中等教育・社会教育担当)

(文化行政担当〉

5生存 (6才から 10才まで〉

11) 学業年限:

初等教育 :5年

中等教育:

普通中等教育7年(中学校4 3年，あわせてハイスク{ルと呼ぶ〉

1) ζの報告で，資料として用いた主なものは，次のものである。

(1) “Republic of Vietnam Educational Development 1971-1973" UNESCO， Geneva， 
1973. 

(2) “Educational Devεlopment Plan 1972-1975" Republic of Vietnam， MOE 
(3) “Elementary Education Curriculum" Department of National Education， Republic of 
Vietnam. 1960. 

2) 南ヴェトナムには正確な統計というものが少ない。いろいろな数字が政府によって発表されては

いるが， JE礁な調査とか統計ーによるものではないため，各省 (Province)から集められる数字の
信滋性も少なく，およその数字と思って読ひほかはない。一例ぞあげると，国全体の面積につい

ても，さまままな数手が発表されている。
本論では，とくに注釈のない場合，上記の3資料・の{忠サイゴン日本臨大使館“グェトナム事情け

(1973年7月)から引用している。
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技術・ 3年(中学校4年終了後〉

初等教員養成2年(高等学校3年終了後)

12) 学年度 9月1日から 6月30白まで1)

13) 財政年定 1月1日から 12月31日まで

2 戦視の国

ヴェトナムは，まさに戦禍の留ではある2)。

17度線に近いクワンチ (QuangTri)省やラオス，カンボジア寄りの山岳地帯の各省、は，そ

の傷跡が生々しい。

タクハン向 (ThachHan)に面する!日クワンチ市は， 1972年秋の激戦のために完全に破壊

しつくされており，全くの廃墳である。空から見たカンボジア寄りの長山村地帯には，了度，

大豆を識を散らしたようなじゅうたん様懇の傷跡がし、たるところにあり淡いの激しさを物語

っている。

サイゴンでも，家主t焼かれ村を追われて住む場所を失った数多くの避難民が，焼きただれた

トタ γの小屋や長壁に住んでいる。一歩郊外に出ると，すべての国道治いには，わらやヤシの

葉で‘Fe;1督、に作った粗末な小塁に住んで、いる避難民を多く見かける。その数は，南ヴェトナム

土で500万人に近いとも言われ， 1973年 12月現在， なお 100万人がキャンプに収容されてい

る。

また，サイゴンの街の自抜き通りには間市 (blackmarl王邑t)が立ち並び，通行人のあとを追

っては手を出して金をねだるを5会の子どもが多い。

そして，侍よりも戦争の無慈悲さを強く訴えるのは，両手間足をもぎとられた戦傷者達が，

地べたの上?こころがり 111自子をぬかるみの上において施しを求めている悲惨な姿である。その前

を行きかう通行人の中にも，そしてその側で遊んで‘いる子ども遠の中にも，片手片足を切りと

られ，松葉杖を使い王手椅子で生活してし、る人々が多い。

チョウライ (ChoRy)病院3)の脳外科?こ鋤く日本人レントゲン技師の話によると，今でも，

惑の中に鉄砲の努を入れたま Lで生活している人遣が発見されることが多いとL、う O

これは，まさに戦構の傷跡のなまなましい国そのものの姿である。

しかもその戦争は， 1973年1月27Bのパリにおける和平協定調印後も¥，、わゆる停戦協定
違皮として，今なお (1974年5月現在〉いたるところで続けられてし、る O

1973年11月23日の南ヴェトナム政府の発表によれば，協定成立以来解放戦線{測が起した停

戦違j文事件は， 30，062件だとL、う。この数字の根拠にも疑問はあるが，かりにこの数字を正

しいものとすると， 1自に約100件の違反があったことになる。いっぽう， 12月4Bのノ、ノイ
放送は， これまでの 10ヶ月間に溺ヴェトナム政府軍による停戦違反件数は， 290，000由以上

に達したと報じている。

このように， 1973年の夏頃一時鎮静化したと思われたヴェトナム情勢も， 1973年の秋から

1) 小学校とハイスク-}レで若干異なる。
2) rではjとζとさらに強調したのは， その戦争とか戦摘に対するイメ{少が， 第二次大戦後の日
本を想定したものと大きく異なるからである。後述するようにサイゴンの美しい街並，
怒と物質， 活気ある市場やf誌のようすからは 20年近くも戦争を続けている留のi溶いイメ{少
が浮かんで ζない。

3) 日本政府の援助苦l'留の一環として.50億円の費用を投じて建てられた最新の病銭。
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1974年にかけて，むしろエスカレ{トしてきている。

停戦後lヶ年の双方の損害は，次の通りだと発表された。

0停戦後1年間の双方の擦寄

衛政府軍 解放勢力

死者 12，764人 (27，797人 44，976人 (178，201人)

負傷者 55，933人 (96，948人) 不明

行方不明 4，223入 (13，557人) 不明

市民の死傷 8，000人以上 不明

品数
f当時 挺 485隻

港用機 391機

銃空機 70機

〈以上，商政府翠発表〉

〈以上，臨時事命政府発表〉

(注)カッコ内は， 1972年1年間の数字

(278) 

解放勢力によるロケット攻撃と，それに対する報復と称する高ヴェトナム空軍の連日にわた

る嬢撃，さらにメコン・デルタの殻倉地帯の獲得をめぐるいわゆる米戦争。このような樹立の

激しい攻怒と報復が続く。司馬遼太郎1)は， rかれらが自分で、作った兵器で』戦っているかぎり
はかならずその戦争に終末期がくるJとし、う。 しかし， r敵味方とも他国から， それも無料で
際限もなく送られてくる兵器で戦っているj隈り， これから数年間はこうした戦斗がヴェトナ

ム閣内から無くならないだろうとL、うのが，外昌人記者の共通の認識である。

一見平和に見える市民の生活，パリ風の美しい街のたたずまL、のすぐ侭Jv.こ，このような戦争

の悲惨なつめ跡が数多く見られる。そして，今なお，この悲惨が数多く作られつつあるのであ

Q 。

3 軍人独裁・

南ヴェトナムは，まさに軍人独裁・警察罰家そのものである。そして，その頂点に立つのが，

もち論，グェン・ヴァン・チュウ NguyenVan Thieu大統領である O

その実態を，まず数字の上から見てみよう。

1972年度関家予算の才出総額は 3，386億ピアストノt--2)で， そのうち菌防設は 2，024億ピア

ストノレで， 5誌に59%を占めている。インフレ額向の強まった 1973年度は，総額4，351億ピア
ストルのうち 2，310龍ピアストノレで・53%となっている。

しかも才-入の方は，再生手震とも1，000億ピアストル以上の赤字をかかえ， 1973年度の場合，

才入総額2，810億ピアストノしのうち， 46%に当る 1，300億ピアストル(約2億5千万ドル)が

アメリカからの財政援助による。

すなわち，国防中心の赤字財政と言える。このしわ寄せが軍事・警察以外の行政部門に集中

し，教育などはその典型的なものである。学校は2部制 3部制をとらなければならないほど校

舎が不足している。施設設備も貧弱で，第二次大戦直後の日本の学校ょっも恵まれなし、。予算

要求しても，その実現は不可能である。ちなみに， 1973年度の文部省予算は263億ピアスト

ルで，才出総額の 6.04%に過ぎない。

1) 河馬遼太郎「人間の集問についてーヴェトナムから考える-Jサンケイ新関社， 1973. 
2) 変動相場制で， 1973年10月31日現在， 1 l'}レ口525ピアストル 1ピアストル=0.51円である。
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軍人・警察官の数は，あわせて約120万人といわれ，全労働人口 740万人のうち，突に16%

を占めている。このほか，さらに地方憲30万人，民兵22万人が交替で夜間警髄等に当ってい

るから，主事・警察関係の仕事に携わる人の数は膨大なものとなる。農工業の生産部門からも多

くの人が菌防に吸収され， このため農村で‘は働き手が少なく，生産活動に支障をきたしている。

このような数字にあらわれた実態は，街の中の生活そのものからも感じとることができる。

街の交差点には，砂のうで題まれた屯所があり，銃を手にした歩噌が終日見張りをしている。

また，どんな小さな橋でも問たもとに，そして大きな橋には橋の途中にも屯所があり，大きな

照明器具を常備して警戒している。解放戦線との長し信号し、で，交通の婆としての橋が攻撃毘壌

とされ頻繁に嬢殺されたことから，現在でもその警備の厳重さは異常なほどである1)。

街の大通りでは.50メ{トルおきぐ‘らいに兵隊や警官が立ち，終B. バイクめを止めてド

ライパ{のチェックをしている。日本と向じように，免許証検査やスピ{ド取締りだろうと忠i

っていたが，あまり頻繁にいたるところでやっているので開いてみると，兵役回避者の摘発が

主なねらいだとし、う。そう震われてみると，チェックされてし、るのは男性のみで，数多い女性

ドライバ{はすいすい通り過ぎてし、く O さらにこのチェックは，後述するように，この

察にとってまたとなし、収入源になっているのである。

人口の割に寧やバイクの多いサイゴンでは街が非常に混雑し，交通事故も時々見かける。多

くは示談や損害賠償となるが，軍人や警察の率と事故を超した場合は，たとえこちらに全く非

が無くとも保障は全然されないとし、う。だから，寧と警察の事はみなわがもの顔をし，他の王与

はわきによけるようにして通ってし、る。

また.1973年から公務員の再教育が計画され， 6週間にわたる長期合宿訓練が軍人をや心と

した指導揮によって行われている。軍事訟i線まがし、のノ、{ドトレ{ニングは，一般公務員にと

って無意味と知りながら，大統領筋の政策ということで文句を言いながら参加させられている。

こうした軍人大統領の独裁ぶりは，内器と国会に対する姿勢にもよくあらわれている。政治

体制は， 前述したように. 1967年4月1日に公布された第二次共和毘慈法により共和題の形

をとっている。しかし，実質的には上院議員の選挙方法，政党の認定，さらに内閣閣僚の選出，

最高裁判所判事の任命など，ほとんど大統領の意のま与になるようなしくみで，行政・立法・

司法にわたってチュウ大統領の独裁体制が総持されるようになっている。

こうした大統領独裁・箪人独裁の実態を象徴的にあらわしてし、るのが，大統領官邸と国会議

事堂の対照的な姿である。現在の大統領官邸は，ゴ・ジγ ・ジェム大統領時代. 1日官邸が蟻被

された後，巨額の経費を投入して新築されたもので，大統領宮殻と呼ばれるほど立派なもので

ある。広々としたグリーンの敷地に巨大で瀦揺な建物が立ち，その周囲は寧滋による

備で常時守られている O 写真撮影ももちろん禁止である。

ところが，国会議事堂はサイゴンの中心街レ.p イ LeLoi通りの突当りにあるものの，そ

の建物は，フランス植民地持代に建てられたIElオペラハウスで，建物そのものの補修も充分で

ないため，誠にみすぼらしし、。周囲の緑地も囲いの塀もなく，了E芝，日本の映画館程度の建物

1) 矯と軍事施設は，ツアーナリストであっても撮影禁止である。
2) 南ヴェトナムでは，バイクカ清水の自転車以上に普及しており，驚くべき数である。そのほとん
どが白木製で，ホンダ 50ccが圧倒的に多く，カワサキ，スズキが時々，自につく。 ζの国の人々
は，バイクのζとを「ホンダjと呼ぶ。それほどに普及しており，まさにaオ王子請品の代表であろ
う。町の食堂で rHondaJの商品名をつけたソ{スを使っていた。
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が立ってし、るに過ぎない。もちろん警舗も無く，初めてこれを見る外国人にとっては，一患の

立法を司どる府だとは到悲想像、できないような建物である。むしろ，付近に立ち並ぶ銀行やホ

テルのど、ルの方が立派で、ある。

さらに印象的なのは，その議事室前の広場に立っている無名戦土の錦像であるO これは， T
度日本の戦日寺中によく建てられた爆弾五勇士に似ているもので，二人の兵が大砲のようなもの

をかかえて敵箪に立ち向って背こうとしてし、る像である。これが議事堂を背にして共和制窓法

を守るとL、う姿勢を示しているのでは無く，反対に議事堂に向って砲をかまえている像、である。

そのデザインと方向は，全く偶然的なものかも知れないが，初めての外国人にとっては， この

闘の大統領と国会の関係，軍隊と間見の関係を象徴しているように見えて印象深い。

4 堅史と戦争

ヴェトナムは，新石器時代・青錦器時代から続く古い歴史を持つ閣だと言われている1)。伝

説fFif1i:を除いた寵史を見ると， BC 111年，漠王朝の強力な寧i妥去に敗れて以来1000年以上に及

ぶ中欝の支配が続いた。この間，中国の経済的搾取に対して幾度となく抵抗が続けられたが，

938年ゴ・クエンがや国軍を散り， コ{ロアに首都を定めて王位にっさ，初めて独立留となっ

た。それ以後，約950年間はまがりなりにも独立国としての地{立を保っていた。この間， 1406 

年から 1427年にかけて坊斡の寵接支配を受けたが， この外?こも幾度となく， 中国からの侵略

と舟乱に苦しめられた。

19世紀後半になってフランスの長略を受けるところとなり， 1883年に探護条約を結んでそ

の植E宅地となって以来今震のヴェトナム戦争まで， フランス・日本・アメザカ等列強の力の揺

れ動くま Lにこの罷の運命が左右されてきたと震える。それはまさに，植民地の歴史であり抵

抗の壁史であり，そして戦争の寵史であった。そして，その最後の終結が今出のヴェトナム戦

争であった2)。

この報告の冒頭の部分で， rヴェトナムは戦捕の国ではあるJと書いた。長い間，
とロケット攻撃，ゲリラ殺が相互に繰り返された結果，残されたものは破壊と疲弊である

だろうと予想してこの留に来てみた。事実，日本で報道されるヴェトナムは，破壊と悲惨，そ

してその生々しい傷跡であった。街は破壊され， ¥， 、たるところに崩れ落ちた建物があり，人々

は疲れ切って貧国と凱えのために苦しんでいる。そう L、う戦後日本の部会のようなサイゴンを

想像してきたのである O

ところが， この国に来てみて，臼本人が過去に経験した戦争に対するイメ{ジでもっ

てこの障の戦争を認識しては，大きな誤りのあることに気がついた。

まず，告にふれ得る実態から述べてみる。前述のように，クヮ γ ・チの街やピン・ロ γなど

カンボジヤ国境寄りの街々は，破壊による瓦撲の山である。けれども，サイゴンには破壊され

た建物が全く克られなし、。幾度かロケット砲にも見舞われ，そのために命を失った人もあった

が，今ではその形訴さえも見られなし、。前述のような悲惨な傷病兵や子ども達の姿は自につく

けれども，衡は活気にあふれ，ヨ{ロッパJffi~の諸活な建物と街並が美しい。食糧も物資も

で，街を歩く女性のアオザイ姿も美しく，その生地も良賞で翠かな色彩である。最近インフレ

1) rベトナム研究J誌編情念古志郊訳 fベトナム問題入門j新日ヌ伝統:tt?1967. 
2) いまも戦いが続いている段階で「終結jと言えるかどうかわからないが，ヴェトナムの歴史を読
んでみると，終結であるように願わずにはいられない。
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領向が強くなってきているものの，日本に比べて物舗も安い。日本の戦後の食糧難とか擾端な

インフレで苦しんだ生活とは全く別世界である。そこに見られる庶民の生活は平和そのもので，

どこで戦闘が行なわれているのか想像、だにできない。農村に行って見ても，人々は平和な姿で

農耕に従事している。

このような平和で、静かな日常生活が激しい戦争と「共存Jしていることは，ハノイでも興じ
だという功。けれども，北ヴェトナムの場合は長い抵抗の戦いになることを予想して，あの米

軍による猛烈な北擦の最やでも平常の生産活動と生活を維持しながら，戦いへのエネルギ{を

長続きさせるために意図的にとった政策である。

けれども，南ヴェトナムの場合，その「共存jは少しばかり違うように思われる O 人々の話

を語いても，戦争に対する緊迫感とか熱意とか，まして敵鵠心などは少しも感じられなし、。つ

まり，戦争はよそごとなのである。議兵の不安にさらされ，親兄弟に戦死者や傷病兵をもち，

鼠しい軍人・警察独裁の生活に当惑しながらも，この思の人々にとって，戦争はアメリカとグ

ェン・ヴァン・チュウさんがやっていることで，彩、遠がやっているのではないとLづ意識が強

L 、。

そこに，平和な生活と悲惨な戦争とし、う異質な2つのものが f共存Jしている理由がある。
自分の器内で繰り広げられている戦争を，内乱と見る人もあれば抵抗の戦いと見る人もいる。

さらには，外国からの侵略戦争と見る人もいるのである。けれども多くの人に共通しているこ

とは，敵i薬心をもって一致団結して戦おうとL、う気持を持ち合わせていないということである。
さりとて，間結して戦争に反対しこれを中止させようとし、う気持の高まりも見られない。戦争

とは，軍人とアメ Fカがやっていることであって， 自分遠の生活とか意志と直壌かかわりあい

の無いことである。

だから，それぞれの人々の日常生活は，平和な国家でのくらしと何ら変りが無く，街の禄子

も平和そのものなのである。

このような南ヴェトナムの多くの人々のもっている戦争犠は，後述する国母性と深くかかわ

ってし、るように思える O

5 経済と間民生活

ともあれ，今Bの南ヴェトナムにおいて戦争の影響が最も強く響いているのは，経済の簡で

ある。

霞家財政の赤字が毎年1，000億ピアストノしを越すことは，前述した通りである。さらに，

戦協定以後，一応戦時経済から平和経済への道を歩み始めており，道路，橋，その他諸施設の

復旧など，かかえている緊急課題が多し、。そのため，外留からの経済援助に依存する部分が多

く， 1972年の諸外国からの援助は， 技術協力も含めて総額54，500万ドルにのぼり，借款は

1972年四月で5，100万ドルに及んでいる。わが国も，軍事以外の諾部門に米菌につく。経涜協

力を実施している。

ところが，停戦協定によってアメリカの軍事援助が大巾に部滅されたこと，米軍関係の雇用

者が10万人も解麓されたことなど，停戦後の経済政策は大きな課題をかかえ， そのしわ寄せ

が国民生活にかかってきている。

国民生活の菌からこれをみると， 1965年以降のインフレの速度が賃金上昇をはかるに上ま

1) 前掲警「ベトナム問題入門Jp.p. 8-39. 
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わり， 1973年四月現在で，子ども5人をもっ夫婦の場合， 月最低で55，000ピアストルから，

60，000ピプストルの生活費を要するとL、う。ところが，大学卒35才の高校教師で月収30，000

""35，000ピアストル程度であり， これが小学校卒の一般労働者の場合であると 20，000ピアス

トル前後がし、し、方だとし、う。ちなみに伺年令の軍人の場合をみると，尉官クラスでサラザ{は

高校教師と同程度であるが広々とした官舎に住み，家賃はもちろんガス・水道・電気すべて無

料で，さらにジ{プまで自由に技えるというり。従って，担当高いレベルの生活を総持し得る

ことになる。

軍人以外の一般の人々は，生活費と俸給の差を埋めるためにいろし、ろな手だてをとらざるを

得なし、。教師や一般サラリ{マンの共働きはもちろん多い。私の所寵していた IMCの生み込

み守衡の場合， 犬が守衛として20，000ピアストノレの俸給を得，奥さんがその住居の一部を利

用して所員にコ{ラや軽食を売って収入を得ている O さらに勤務時間外?こなれば「ホンダ」に

乗って私設ニ輪タクシ{をしながら働かなければならなしめ。

こうした低賃金と物錨高のため，いろいろな問題が生じてくる。

前述したように俸給生活者の場合，公務員であれ会社員であれ，収入と生活費の開に2倍近

くの差があって生活苦に悩んでいる。そこでほとんどのサラリ{マンは，その地位を科用して

副収入をあげるべく努力することになる。教師の場合，小学校は伝中2部制もしくは3部制，

ノ、イスク{ノレは午前・午後・夜間の 3部制をとっている学校が多いため，その 1部のみを勤め

たあとはアルバイトの時痛に利用できる。従って，午前中勤務した教師が，そのあと私立学校

に行って教えたり，あるし、は同じ校舎で午後や夜間部まで教えて副収入を得ることもある。

IMCの職員は，その多くの者が教員免許を持っているために，午前か午後のいずれか半日は，

他の学校に行って公然とアルバイトをしている。こうした副収入の道は， 日本の公務員の常識

では考えられないことであるが，南ヴェトナムでは器賃金の放に公認されているめ。

ところが，こうした公認された副収入源で、はなく，いわゆる利権や賄賂による収入の多いポ

ストがある。それは，高い地位の公務員に多い。たとえば，国立病説交の官舎をみると，摘院

の建物よりも立派に見えるほどの家で，広い芝生の庭をもち，家賃・ガス・水道・電気が無料

とし、う利権がともなう。中恩人荷j吉街の多レチョロン地底では，警察署長を数年やって芭額の

財産を築いたとし、う警察官がいる。この国では，市長とか官庁の事務所長など高い地位を金で

畏うことができると言われているが，一度その地位につけば退職するまでにそれ以上の対産を

作り得るしくみになっているようである。もちろん正規の俸給は一般公務員並みの安い額であ

るけれども，警察署長などは，そのポストにともなう取締り・許可などの諮権限を最大限に利

用して不正な金が入る。当然，一般の警察官も交通取締りの権限を最大の副収入限として利用

することになる。

他の公務員の場合も，これに似た併が多い。タtlえば，難民救済のための住宅建設について外

1) 事実，サイゴンでは，日中堂々と:;~プを使って子どもを学校に送り迎えしたり，奥さんぞ異物

iと連れて行ったりしている制服軍人の姿をよく見かけた。
2) サイゴンにはパス・タクシ{の外，セラムと呼ばれる軽便来合三輪車，それに，自転車やバイク
を動力lと{交った入力主主風の乗物(シクロ・パイシクロと呼ぶ)伝ど法的に認められた交還機関が
ある。乙の外に，ー殺の人々が，普通のバイクに相粂させて小使いをかせぐ非公認の運び震が多
い。 2km ぐらいの区間を 100~150 ピアストルで副収入ぞ得ている。

3) ζのために，それぞれの磯場がいつも中途半端な勤務形態となり，その機能を充分に系し得ない
という問題がある。



(283) “ヴェトナム共和国の教育について" 101 

菌の援助が計画されたとする。その場合，基礎となる難民の数は，村一省一国とし、う行政機関

を経て報告されるに従って， 2f音・ 3倍と71<.増されてくる。 に援助の金がおりてきた段階

で，建設業者と発注する役人がかなりの額を食し、物Iこする。さらに，物価高のために予定して

いた数を建築で‘きなかったという名呂で，しかるべき金額がどこかに消えてしまうひ。

この傾向は，当然，一般市民・労{勤者の中にも設透し，すべての機関や人間は汚職とチ γプ

によって動かされていると思われるほどである。

ホテルやレストランはもちろんのこと，国営のサイゴン港で働く労齢者にもチップを払はな

ければ手続きが進まなし、とL、う実態。最前線で戦死した部下兵士の数を報告せず，支給される

衣服や俸給を自分のふところに入れてしまうとL、う上官。{ヲtlをあげればきりがない。

前述したような厳しさでチェックされる徴兵義務 (10年間〉すらも， 60万ピアストルの賄

賂で免除されるとL、ぅ。もちろん非合法であるから，その金がどこにどう，使われるかなど知る

出もない。貧富の差はまずまず大をく， 金持第一主義の国である。この閣では， 60万ピアス

トルを出して兵役を逃れた金持の息子が， 60万ピアストルを払えずに兵隊となって死んだ貧

乏人の未亡人を第何号夫人かにしている。そうし、うことが公然と行なわれているのである。

こうした矛盾と不満としかもそれに対する無気力の生活の中に， この霞の国民性を強く感じ

る。

6 歴史・風土と国民性

私はこの罰に来て，いろいろな人々の生活を知り， その戸を開き，さらにこの国の歴史を調

べているうちに，どうしても理解することのできなし九、くつかの点にぶつかった。その最大の

ものは，次の点である。

この国で，もし仮に然るべき客観的調査が可能だとして実施してみるならば，題民の大多数

は現在の指導者グェγ ・ヴァン・チュ{大統領を支持しないだろう。多くの市民はもちろんの

こと，政舟の隠僚クラスの高官でさえも非公式の詑ではチュ{大統領ではだめだと否定する。

この意見は，当然のことながら，経済的に恵まれない措居?こなればなるほど強くもっているよ

うである。約600万人とも言われる避難民に開けばなおさらのことであろう。

一方，戦騒が続き厳しい警戒体詰1]をとっている現在であっても， これらのー絞の人々が希望

してその気になれば，割合簡単に共産側の生活簡に移り住むことができるとL、う。このことは，

激烈な戦騒が続いた1966年頃でも可能であったらしし、2)。停戦協定が成立してからはさらに

容易になったと言われる。けれどもこれらチュ{大統領に皮対の人々は，焼トタγの仮小震に

住みインフレに苦しみ，徴兵の不安におののき，軍人・警察の横暴に泣きながらも，政府側の

努力圏内で生活を続けている。決して解放戦隷{到!の生活閣に移り住もうとしないのである。

この点が，どうしても理解できない疑問点であった。

ところが，ある持，然るべきポストにある一政府験員の話から， この点についてのひとつの

総得が得られた。彼は 60才の公務員で北ヴェトナムのノ、ノイの出身であるが， 1964年7月

のジュネ{ブ協定以後iこ南に移動した100万人の避難民めの一人である。

被の話によれば，大多数の荷ヴェトナムの人々の考えは次のようなものだとし、う。

1) ζのような事態は， ζの国では日常的なζとであると言われ，諸外国の援助言十酒も .ζの忠良性
なり哲学が変らない限り「糠?と釘Jt::.'と見る外国人も多い。

2) 岡村昭彦ri者ヅェトナム戦争従軍記J(正・続)岩波新委
3) 彼らははとからの移住者jと自らを称している。
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現在のチュウ政権には大反対である。しかし，それで‘もなお解放戦線側の生活躍警に移り住み

たくない理由は， そこでの生活が今よりも生活しにくい (noteasy to live) という点に代表

される。 easyでないということは， 1) 生活に自由がなく政府からのコントロ~;しが強い， 2) 

食糧や物資が不足して生活するのに厳しい， 3)一生懸命に働かなければならな¥，" work hard 

であるという 3点にまとめられるとLづ。このことが嫌いなために彼らは「共産主義体制iJJの

ヴェトナム民主共和国から扶を却って南ヴェトナムに来たとし、う。その罷が，たまたま米・ソ・

中の対立という世界の王援の接点として欲せざる戦争の渦中に巻き込まわし，その舞台となって

しんでいるのであって，本来は扶を別って7.i1Jの居室を新たに作ったのである。その原理・理由

は上記の3点に条約される。だから¥，、くら今の生活が苦しく現体制に反対であっても，北側

の生活圏には移り住もうとしないのだとし、う。

伎の説明によれば，チュウ体制批判の理由は， 1)政府高級官僚の腐敢， 2)箪人独裁主義，

3)貧富の慈の撞端に大きいことの 3点にあるのであって，解放戦線に向調して反対している

人々とは全く異質の批判であるとL、う。

easy to liveと workhard。この国は，ヴェトナム民主共和国側が主張するように，歴史的

必然性，ジュネ{ブ協定の精神，さらにより基本的に言語・民族の悶ー性から雲って，確かに

ひとつの国家であるべまだと思われる。しかし，陪時にまた， この割には確かに異ったふたつ

の居民性がはぐくまれてまたと言えそうである。いな， IE礁には，長い植民地の麗史の中で，

はぐくまれてきてしまったと言った方がし、いのかも知れない。それは，巴asyto liveと work

hardのふたつのことばによって代表される。

そして，このふたつの国民性も，働かなくとも貧しし、なりに衣食住の最器保証が自然から受

けられるという南ヴェトナム地方の豊沃な風土と，汗して働かなければ生活を維持できない厳

しい自然条件の北ヴェトナム地方の風土のちがし、に大きく起因するように忠えてならなし、。

つまり，風土と歴史のっくり出した国民性のちがし、を強く感じるのである。

7 由民性一ーその positiveなものと negativeなもの

1) positiveなもの

教育の問題を考えるとき，その国の国民性を無視して論じることはでさない。

まず，この国の由民の長所と思われる点を列挙してみると次の諸点である。

(1) おだやかな平和を愛する間民である。

(2) 親切な由民であるO

(3) 器用な国畏である。

(4) 教育に熱心な留民である。

この匿には，コソ泥やひったくりは多いが凶悪犯はほとんどいないとよく言われる。その生

活ぶりを見ると，たしかにおとなしいしおだやかな国民だと思う。率の運転ぶりを見ても，ま

ことに静かである。サイゴンの街は，歩行者は全くの信号無規で，ところ構わずどこでも横断

する。でも，率にはねとばされるとし、う事故もめったに無し、。この屈では飲酒運転が普通のよ

うで，それがことさら設しく取締らわしていないのは，運転ぶりが静かなためであろう。交通量

の多い信号待ちの交差点、では，バイクがタクシ{の撲をかすって前に出てし、く。それで、もタク

シ{の転転手は，苦打ちをする程度であって， どなったりイライラしておこることもなし、。ハ

イウェ{でさえ，日本のように王与をピュンピュン飛ばしてスピ{ドを競い合っている若者も余
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り見たことがなし、。まして，酒を飲んで、居眠り運転をし，学童の列にダンプが突っ込むなどと

いう非人間的な運転ぶりは全く見られない。

その他の日常生活を見ても，大きな子誌をたてるとか荒々しさとL、う額向は余り見られない。

やくざや暴力団がし、ないこともこのことを示している。むしろ，静かにひっそう暮している平

和を愛する国民であるように思う。

それだけに， 向じ氏族同志が10年以上も血を流し合い， 激しく戦し、続けている姿は痛々し

い。そしてこのような悲劇を作った背後の巨大な力の責任は大きい。

第2の親切とL、う点について。この間では，国会はもちろんのこと部会でも，道路を尋ねて

いる人がし、ればみんなが寄ってきて教えてくれる。案内してくれる人も多い。率が動けなくな

れば通りがかりの人がエンジンを見てくれたり，若者や子ども違が，すぐ専のf交を押してくれ

る。患の見えない人に手をのべて，横断を助けている若者もしばしば見かける O 図っている人

を見ると放っておけないというのが，この間の風器のようである。

第3に，この国の人々は，手先きがまことに器用である。その器用さは，日本人のように高

度で精巧なものを作り出すというものではなし、。精密な計器とか精巧な装飾品などは街を探し

てもあまりよいものがないけれども，手軽るに何んでも改良して作り出すとし、う小器用さを多

くの人がもっている。

衝の四つ角では，小学生が小箱に道兵を入れて自転車やバイクのパンク修理のアルバイトを

している。その側では，中学1年生ぐらいの子どもが，携帯用の万力を持ち出し金やすりを巧

みに使って，スペア鍵をちょっとの簡に作ってくれる。

サイゴγについて間もなく， 8ミリカメラの水銀電池が必要となり街中の写真j吉，電気!苦，

ブラックマ{ケットを探したが， 3.9ボルトとL、う特殊電池は見つからない。あきらめかけて

いたところ， 小さな露詰風の賠の20才ぐらいの青年が親切に事清を開いてくれた。戦争で痛

めたらしい不自由な足のその青年は，アメリカ製の大きな乾電池を，ペンチで器用に分解して，

中に入っている1.3ボルトの小型電池3個をつないで作ってくれた。カメラの小さなバッテリ

{ケ{スにちょうどぴったり納まるように。もっとも，こちらが外盟人だということで， 1， 500 

ピアストノしという法外な料金をとられたけれども。

このような手先きの器用さは，学校教育と深く関係しているように思われるO この閣の教科

には，罰画 (dr且wing)の外に handicraftと呼ばれる手工・技術・家露科をいっしょにした

ような教科があり，小学校1年生から相当重点をおいて指導している。例えば，小学校1年生

の場合， drawingと handicraftの時間を合計して6時間もあり， 算数と向じ時間数指導して

いる。同じ芸術関係の教科でも，音楽の時間はゼロで，単に少年活動 youthactivity1)の中

に含まれて歌唱の指導をしている程度である。この点から見ても， この留では手で物を作るこ

とをいかに重視して指導しているかがわかる。

南ヴェトナムの人々の手先きの器用さは， こうした長い学校教育の伝統のやから作られてき

たものであろう。

第4に，この国の罰民は教育に対して非常に熱心で‘ある。

このことを国民性とL、う範薄に入れて論じていし、かどうかわからないが，政府もま

般の額向としても，教育に対して深い関心を示し，子ども遠の生活にもそれがよくあらわれて

1) 日本における「特別活動JfL当る。
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いるので，国民的特徴としてあえて取りあげてみた。

まずこの点は，近年著しい就学率・進学率の向上にも示されており，それに対する雷の政策

にもよくあらわれている。義務教育小学校5年の就学塁手は， 都市部で 90%を越すといわれ，

1972年の全国平均は85.6%である。またノ、イスグ{ルへの進学率も近年とくに上昇し， 1972 

年は全体で約 30%である。

ラオス・カンボジアを含むインドシナ3ヶ国のうちで，大学をいくつももち，小学校・ハイ

スク{ルを通じて最も高いレベルの教育をしているのは，ヴェトナムである1)。

盟の政策としても，苦しい予算の中から教育に対してかなり積極的な姿勢がうかがわれる。

すなわち，小学校はもちろんのこと，公立の学校はハイスク{ルから大学まで完全無償であ

り，補充教育・社会教育的意味あいの強L、夜間部のみが授業料を徴収している2)。校舎や施

設・設備の遅れが昌立ち，小学校，ハイスク{ルとも 2部制・ 3部制の授業を行なっているけ

れども，障の基本的姿勢の中に，調家・社会の発展のために教育こそが重要であるという前向

きのものが強く感じとられた。

親達も，苦しい経済生活の中から教育には多くの経費をさき，中には，無償の公立学校より

も，金はかかるが語学教育などで特色のある私立学校3)に子どもを通わせる親も多い。サイ

ゴン市内の中流以上の家躍には， 子弟'a:ダラ{ト (Dalat) の私立学校に入れ， 小学校1年生

から寮生活をさせているところも多い。

学校における子ども達の勉学態度も誠に熱心なもので，軍人独裁国家の影響のせいか，競律

正しい統舗のとれた勉学態震・生活態度を示している。朝7持前にうす!1郎、衡を学校に急くりj、
学校工学年の姿も，何かひたむきなものを感じさせる。そして，夜遅くまで勉強し，かばんを

かかえて帰路につく中学・高校生の姿が， 10時過ぎの街にあふれる。

以上のような国民性を総合してみたとき，器用さとL、し、教育熱心で知的能力にもすぐれてい

ることから，国家発展のためのエネルギ{としての Manpowerには，大ぎな可能性をもって

いる盟民だと言える。

2) negativeなもの

次に，国民性の negativeなものについてふれてみよう。

く荷ヴェトナムに滞在している5本人の多くは， この国の人々について次のように震う。

この国民は，責任感とか義務惑が無い。働かない怠博な国民である。団結心の無い自分勝手な

国民である。植民地の陵史が長いせいか3 目先きの利益を追い人の顔色をうかがうのがうまい，

1) ラオスには短期大学しか無い。

2) サイゴン市内の公立 ChuVan Anハイスクールの例(授業待問と授業料)
時向 学年 授業料

第l部 7: 45~ 5時間授業 9~12 学年 無料
第2部 14: OO~ 4時間授業 6~ 8学年 無料
第3苦s 18 : OO~ 4時間授業 6~12 学年 有料(下記)
(第3部iとは， 1・2部の中の希望者も含まれている)

授業料(3ヶ月間で)
6学年 1，000ピアストル 7学年 1，090ピアストル 8学年 1，180ピアストル
9学年 1，300ピアストル 10学年 1，600ピアスト)v 1工学年 1，900ぜアストル
12学年 2，200ピアストル

3) 南ヴェトナムには，フランス系・中国系の私立学校が多く，小学校の1年生からフランス誇・中
国語等で会教科の指導をしている。授業料は，月K2， 000~3， 000ピアストルで、ある。
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等々である。

もちろん，南ヴェトナムの人にも責任感の強い人，勤勉に働く人はいる。しかし，多くの南

ヴェトナム人の一般的傾向として論じた場合に， このような negativeな点が指捕されるので

ある。しかし，ここではこれらのすべてについて詳絹に述べるつもりはない。ただ，筆者が短

い南ヴェトナムの生活の中で感じとったふたつの点についてのみふれてみたい。

この留の国民性について，その negativeなものの根本的原罰を婆訳すれば，彼らがしばし

ば口にする"cham-cham"と "TroiOi!"というふたつの語によって代表されると思う。

“cham-cham" (チャム・チャム)。ゆっくりゆっくりとL、う意味である。東南アジア語障に

共通に見られるという，いわゆるユックリズムである。

南ヴェトナムの人々は，すべてについて決して急がない。前述した事の運転ぶりに見られる

祖和さにも通じるが，これが生活の万事にわたってあらわれる。この"cham-cham"が時間

違りに集って仕事をするとか約束を守るとかし、う場面で発捧されたときに，義務感・責任感の

無いノ1.--ズな国民だということになる。

私のオフィスの勤務ぶりから紹介した方がわかりやすい。

赴任初日，官、は IMCfl庁長に勤務時間について説明を求めた。文部省藍鴎の機関であり所員

も公務員であるから，朝7時半出勤で12時まで4時開30分，午後は2[1寺から 5時半まで3時

間30分，合計8時間の勤務ということであった。Mr.石川は， 日本政府派遣の専門家という

肩書なのでこれにとらわれなくてよいということだったので，翌日 8時壌に行った。しかし，

オフィスの鍵は関ったま -'-0しばらくロビ{のソファで、待った。結局，いちばん先に出勤して

鍵を開けてくれたのは掃絵嬬兼用務員のおばさんで， 9時頃であった。

11時半壊になると皆帰り仕度を始めてオフィスに鍵をかけ，全員自宅に帰る。昼食をとっ

て昼寝をする1)。昼休み2時間というのは，初めなかなかなじめなかったが，暑い国での風土

から生れた合理的な生活習環であるということがだんだんにわかってきた。ところが午後2時

に行っても誰も出勤していない。結局，メンバ{がそろうのは3時頃である。そして 5n初こは

退庁の用意ということになる。つまり，実髄時間は1日5待問ぐらいなものである。たてまえ

と実際のちがし、にまず驚いた。しかし， こうしたことは何も私のオフィスに限ったことではな

く，郵便局その他の公共機関や会社に行ってみても，多かれ少なかれ共通に見られる現象である。

オフィスのスタップには，学校の教師が多し、。しかし，依頼した住事を約束の時間までに果

してもらえたことは一度もない。

こういうこともあった。教育テレどに関する研修講座のメ γパ{が全員で，ある日曜日，国

営テレどの子どもクイズショ{録画風景を見学に行くことになった。間じビューロ{の女教師

から，日曜日朝8時半 IMC集会と前日に言われ，私は朝早く出勤した。誰も来ていなし、。 9

時15分まで、待っても誰も来なし、。私の英語力の不足から開き関違えたのかと思いながら翌日

出勤し間い正して見ると，メンバ{の舟人かが誼接テレピ昂に持ったらしい。私を誘った女教

部は，確かに朝8時半に IMCに来て私を案内する係であったらしいが， 彼女の言によるとク

イズショ{の録画に余り興味が無かったので、来なかったとL、う。さりとて変更の電話をくれた

わけでもない。つまり，すっぽかされたのである。ところが，申し訳けなかったとか，諮ると

1) ζの時間は，事務所や会社ばかりでなく，食堂主主除くほとんどの商j苫もj苫をj努めてしまう。 recess
という。
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かし、うことは全く無く，ごく平然とあたかも，興味が無し、から行かないのは当然であるかのよ

うに説明されて返すことばも無かった。

そして，このような経験は， 6ヶ月間の南ヴェトナム滞在中， 1・2度ならず経験させられた

のである。

つまり，この圏では，約束を絞るといっても，懇意とか意地悪をして破るということは少な

くて，岳分のぺ{スで気のむくま与にゆっくりやろうとL、う気持から何気なくすっぽかすので

あり遅れるのである。だから，そこには罪悪感とか申し訳けなかったとしづ気持は全く無し、。

これが，この関におけるごく自然な生活のぺ{スをっくり出しているのである。そしてそれ

は，日中 400C近くにもなる暑い菌で， 仕事を長続をさせるために生み出された自然、の知惑で

あるという面ももっている。つまり，あせらずゆっくりゆっくり行こうとし、うわけである。然

資任だとか義務惑が無いとか働かないとわれわれが怒ってみても何ともならなし、。短気な凡i接

面な日本人の感覚でおしはかつてみてもはじまらないのである。

けれども，こうした国民性が，集団で持かやろうとかシヴィアな考えとか行動を必要とする

仕事の場合に大きな障害となることは事実であった。

第2の "Troi，OiI" (チョイ・オイ)について。直訳すれば「おお，天よ/Jという意。英
語の“Oh，my GodI日にさ当るという。 fしまったJrなさけなし、J1"しかたがなしづという意味
の複合したような意味であるらしいが，ぴったりあてはまるような沼本語はないように思う。

つまり，このことばにも日本人的感覚ではおしはかれないものがあるようである。

王誌の混み会う交差点。タクシ{がバイクにぷっつけられて傷がついたとしても，運転手は

“chuI chu!"と2・3罰舌打ちするだけ。 これが新車の自家用車の場合で，横に大きな傷をつ

けられたとする。この時運転手は， "Troi， Oi!"と言って璃をすぽめる。降りて行ってどなり

つけるのでもなし、。残念なのだがあきらめるより仕方がないと言ったところ。

私の住むホテルのボイラ{室から火が出て，ボヤ騒ぎがあった。大騒ぎをしてやっと消した

が， ホテルの人々は肩をすぽめて "Troi，Oi!"と言いながら， まつくろい顔であとかたづけ

をしていた。

11¥在Cで，前任者が日本からただひとつ持ってきた電気工具セットがあった。見るとペンチ

ひとつ残してドライバ円もニッバ{もすべて捕えてしまっている。カウンタ{パ{トに問い正

してみると，その都度捷った人がどこかにやってなくしてしまったらしい。これも庸をすぼめ

て“Troi，Oi!"である。

カメラが故障して{吏えず不自治しても急いで修理に出すのでもなし、o "Troi， Oi!"である。

修理の申請を経理部の方に出しているというが， これまた“cham-cham" である。 "Troi，

OiiHなのだから行って替{廷するとか文句をつくとし、うのでもない。

讃行機材が

つて圏つた。管理の寅'任をはつまりさせるというのでもないし，弁霞させるというので

もない。私も何度か注意をし警告もしたがなかなかきき自が無いので，結局， 自分で注意する

よりほかに手の打ちょうが無かったり。

1) 荷擦の悩みは，東南アラア諸原に出かけている専門家遠の報告舎にしばしば見かける。私も，備
品台i援・倣品番号をつけさせ，管理のしかたの初歩から指導したが，その効果もどのくらい長続
きするか不安である。
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けれども， この "Troi，Oi!"の考え方は， 単に日常生活の場面だけで見られるものではな

L 、。

解放戦線の攻撃でガソワンタンクが嬢被されても "Troi，Oi!"。その影響で‘交通機関が止っ

て不自治しても吋Troi，Oi!"。わずか2リッタ{のバイク舟ガソリ γを買うために長い行列を

作り， 2時間3時開と待たされても "Troi，Oi!"であり，“cham-cham" である。

こうなると，政治に対する不瀧が組識化されにくいのも，さらに戦争に対しての一致団結と

か敵慌心がなかなかみられないのも当然だと思われる。

前述したように，チュウ体制には反対だけれども， work hardよりも easyto liveを求め

て現状に甘んじているとL、う考え方は， この "Troi，Oi!" "cham-cham"とL、うふたつの国

民性に深くかかわっているように思えてならなし、。

せっかちな日本人の性格からみて，南ヴェトナムの人々がル{ズだとか勤労意欲が無い，弱

気が無い，自分勝手である等と言われる瑳出もこの辺にありそうである。

日教育制度と教育行財政

南ヴェトナムの教育は，制度・行政機構・教育の内容・方法，それに教育に対する考え方に

至るまで，フランスの影響を受けている。これは，置史的必然である。そして，今回の戦争を

通してアメリカの影響が強く，このため，教育のあらゆる面でフランスとアメリカの影響が入

りまじってあらわれている。

1 教育制度

まず，教育制度は，小学校5年を義務議IJとし，第 1閣のような型をとっている。中等教育は，

B本の中学校に椙さ告するもの4年，高等学技に担当するもの 3年とし，ハイスクールと称して

同一校舎で合計7年簡教育する。それに続く大学は， 4 年~7 年で，学部によって異なる。こ

のほかに，技術教育の系統が別に立てられている。

この教育制度に関連して，文部省を中心とした教育界が取り組んでいる問題が2つある。ひ

とつは試験制度の改卒であり，他のひとつは克章・生徒の急増対策である。

〈試験制度について〉

南ヴェトナムの子ども達は，小学校5年を終了すると，進学希望の者だけがハイスクールに

すすむ。大部分の進学希望者は，もちろん無償の公立ハイスク{ルを希望するが，この場合，

文部省が行なう全額共通試験を夫々希望するハイスクールで、同時に受けなければならない。こ

の入学試験に失敗したものは，ほとんどが私立学校に進むが，私立学校は学校格差が大きし、。

ノ、イスグ{ノレでは， 前述のように7年開一貫した教育を行なっているが， 1971年までは11

学年終了後(日本の高校2年相当，以下通算学年で表記する)，パカロレア Iを受験し，パスし

たもののみが12学年に進級した。落第したものは留年する。さらに， 12学年終了後，バカロ

レア IIを受験し，これに合格したもののみが大学に進学できた。(不合格の者は留年， しかし，

男子は17才の兵役年令に達しているからほとんどが軍隊に入る)

これらの試験制度は，フラ γスの影響によるものである。これらの制度は，競争による学漕

意欲の向上を期待できる皮笛，小学校・ハイスクールを通しての一貫した教育がさまたけ@られ，

高等教育への道も覆度に狭いものとなる。これを解決するために， 1972年からバカロレア Iを

寵止し，パカロレア立のみを残した。これによって長い戦争で荒寵した社会の再建に必要な
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ザ{ダーを養成するために，高等教育への道を大きく詩こうとしている。

〈児童・生徒の急増対策について〉

南ヴェトナムの教育制度のかかえている今ひとつの問題は，見童・生徒数の急激な増加であ

る。前述のように，この詔の人々は教育に対して大きな関心と熱意をもっている。この鎮向は，

ここ数年とくに顕著で与ある O そのため小学校はもちろん，ハイスクールへの入学希望者が年々

急増している。第 l表・第2図のように小学校の義務制については，文部省も 1975年に 100%

の就学率を目ざしている。しかるに一方，戦争のために学校が破壊され，教部が徴兵されて教

育条件は悪化の一途をたどってきた。このため，ほとんどの小学校・ハイスクールでは. 2部

第l茨 /N学校児笈数・数員数等の変{じ (rI972叩19754ヶ年計濁jから)

王手 皮 小学校在籍児童数 就学率 教員数 増築教室数 1学級児童数

1968 1，403，596人 60.4% 

1969 1，644，541 69.0 

1970 1，866，385 76.3 

1971 2，038，565 81.5 

1972 2，204，000 85.6 49，870入 2 ，468~ 77入

1973 2，399，000 90.4 53，830 2，640 75 

1974 2，604，000 95.2 57，980 2，760 75 

1975 2，815，000 100.0 62，160 2，787 75 

4ヶ年計画の費用総計 52，047，647，000ピアストル
最終教室数は 3学級に 2教室のおj
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第2表公立ハイスクールの充笑員十函 (f1972ω1975 4ヶ年計画jから)

年度 会ハイスクール生徒総数(A) 公立学校生徒数(B)

1972 907，000人 492，380人

1973 1，025，000 588，818 

1974 1，158，000 689，458 

1975 1，309，000 813，264 

目標 ・公私立合計の生徒数増加率毎年 13%

• 1学級生徒数 50人
・教室増築率 20% 3学級に 2教室のiliiJ

4ヶ年計闘の費用総計 26，263，300，000ピアストル

人

300万

250万

200万

率(芸) 教師数

54% 10，719人

57 12，910 

60 15，156 

62 18，156 

150万

60.4% 〆--------
100万

50万

児三主数 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 

第2図 づ母校児2童数・就学卒・教員数の変佑

制3部昔話をとっている。

土器喜楽教室数

1，360 1i三

1，284 

1，342 

1，652 

8万人

6万人

4万人

2万

教員数

そこで， 1972年から 1975年にかけての教育発展4ヶ年計画をたて， この児童・生徒の急増

対策を中心においているのである1)。

2 教育行財政

〈行政系統国〉

南ヴェトナム教育行政府の大まかな機構閣は，第3閣のとおりである。

1) 戦争で荒廃した教育環境の復興と，急激に拡大する留民の教育要求に答えて社会復奥の人的能力

の形成をはかるため，文部省は 1972年から 1975年にかけての f教育発展4ヶ年計溜」を作成し

Tこ。
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第 3関

〈地方分権化政策〉

1971年から 1973年にかけての教育改卒で大きくとりあげられたのは， 教育行政の地方分権

イとである。本来， フランスの影響が大さく中央集権の傾向が強まった命Ij震を改正して 51の

省(プロヴィンス)と 7つの市1) F::' Provincia1 Education Service安おいて，初等・中等教育

についての次の権限を委ねた。

① 学校の整備拡張計画の提案

① 地域内の初等・4コ等教育学校の発展と監督
① 事務局並びに学校に割当てられた予算の管理

④人事

⑤ 文部省から委託された文化行政並ひ舎に試験の企画運営

〈予算について〉

1971年から 1973年にかけての教育予算の変化を示したものが，第3表である。

たしかに，この 3年間で教育予算は2倍以上に増加している。しかしこの簡の物価上昇率は

ものすごく，サイゴンの物価指数は 1971年 10月を100とすれば1973年 10月は178にもなっ

ている2)。 わしとピアストノレの交換率も 1971年10月が 1ドル=275ピアストノレであったもの

Saigon， Hue， Da Nang， Cam Ranh， Dalat， Vung Tau， Can Tho 
南ヴェトナム政府経済省関ぺ。

1) 

2) 
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第3表国家予算におめる教育予算の割合 (単位:ピアストル)

J7¥¥之f 1971 1972 1973 

A 文部省関係予算総額 12，937，875，000 19，256，024，00。 26，300，000，000 

B 国家予算総額 272，069，818，α00 365，912，245，00。 435，132，986，000 

C 比 率
A 

4.75% 5.26% 6.04% 
B 

1971王手に対する指数 100 149 203 

が 1973年の 10月には 525ピアストノレになっている。罷家総予算に対する教育費の割合も，

4.75%から 6.04%とやL上昇しているものの，前述のような菌防優先の予算のために，現実

の教育条件はし、っこうに改議されない。

第4図は， 1973年震教育予算の内訳を示しているが， 各項目とも約 80%が人件費である。

しかし，人件費が大きいと言っても，教師の経済生活は物{郡高のために担当苦しい。

数年前まで，教師とし、う職業は経済的にも恵まれていた。夫婦共譲ぎで高校教師をしていれ

ば 3年間働いて自分の家を持つことができたと言われる。しかし，ここ数年の物価上昇に対

して俸給は余り変らず，今では共働きの収入でも家計の必要経費の6割ぐらいにしかならない

状態である。

第4図 1973年度教育予算の内訳
① 初等教育 ① 中等数予言 ① 荷量客数予言 ③ 主主員養成・成人数育

③技術教育 ③農業教育 ⑦ その他

〈教育費の無盤イヒについて〉

南ヴェトナムの場合，公立学校における教育の無償化については，相当機底している。小学

校から大学に玉三るまで，授業料は完全に無{鼠でおる1)。

教科書については，文部省教材センタ{が米国の援助で小学校用の教科書を印刷し配布して

1) 但し，公立ノ、イスク~)レの校舎で、夜間関かれるクラスについては，檎習教育の性格が強い ζ とか

ら，月額1，000-2， 000ピアストルぐらいの授業料をとっているととろもある。
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いるが，すべて無料である O 民簡の出版社のものを使っている場合でも，年間300ピアストル

から 500ピアストルほどで間に合う。ところが，私立の小学校に入学させた場合，サイゴン市

内の一例をとってみると，授業料は月額1，500ピアストル，そのほかに，教科書代等学期当初

に4，500ピアストルほど徴収される。だから，どの殺も自分の子どもを公立の小学校・ハイス

クール・大学に入れたし、と希望する。

ただ，一部の金持の子弟は，高い経費をかけて私立の学校に入る。この場合，サイゴγ市内

ではフランス系の私立学校が最も程度が高く，小学校からフランス語で教育をしている。前述

のように，サイゴン市内の上層階級には，小学校から高い経費をかけて，ダラ{トにある全禁

制の私立学校に入れている人々もある。

閤立サイゴン大学の教育学部学生にその必要経費を開いてみると，次のようなものであった。

授業料: 無料

教科書代: 年間約15，000ピアストル

但し，プリント代として。ヴェトナム語の参考書・教科書は少なく，外国語の本も余り買

うことがなし、。

下宿料: 月額10，000ピアストル

寮生は数が少ない。寮費は無料である。

奨学金 2年課程(ジュニア・ハイスクール教員)月 1，800ピアストル

4年課穏(シニア・ハイスクール教員)月 3，000ピアストノレ

3 外国依存による教育複興計画

ヴェトナムの教育の援輿発展計画は，次の点を骨子としている。

① 克宣・生徒の急増対策

② 教職員の強化充実

① 教育施設・設備の充実

@ 現職教育

③ 教育調査と教育技術の向上

これらの計調実施に要する経費は，総額で2，458億ピアストルとされている。ところが，こ

のうち国家予算で予定されているものはわずかに64億ピアストルで，他の 2，394龍ピアスト

ルは外留の援助によって実現するものとされている功。

前述のように，戦争による教育施設の破壊，苦しい国家予算という事情がその原閣となって

いることは明らかであるが，文部省担当者の話によると，教員俸給から校舎建築，それに教材

費に至るまで，そのほとんどを外霞からの経済援助に期待するということであった。

一例をあげれば，各省・各市の公立学校校舎建築費は，…切文部省の予算によって賄なわれ

るが.1974年1月現在で1教室100万ピアストル要すると言われている。その計画の立案と

提案は，各市町村→各一文部省とL、う経路を通して行なわれ，文部省がこれを審査・認可して

全額負担するわけであるが，そのほとんどを外毘援助に求めているわけである。

現在行なわれている公立学校の2部昔話・ 3部制の解摺こそがあらゆる教育問題の基本的課題

として急務であると思われるが，予算が無ければどうにもならない。従って 4ヶ年計画でも

3学級に2教室を目標にしているし， これとて実現できなければ私立学校に額らざるを得ない

1) “Educational Development 1971-1973" p 8. 
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ということになる。ハイスクールについては，最近，一部の市負担で校舎建築を行なっている

ケースもあるが(サイゴン市内で5校)，本来，校舎建築は閤家の仕事であって市可村とか地

域の責任ではない。しかも，その国家は外障の援助によってこれを行なおうとしている O 援助

が思うようにこなければ，計爵が達成できなくてもよとむを得ないということになる。まさに，

"Troi， Oi!"である。

戦後の日本の学術j改事において，新詰IJ中学校の校舎建築と財政難に悩んで自殺した村長や教

育長がいたとし、う話をしても，高ヴェトナムの教管関係者には理解してもらうことができなか

一品-つ I~。

これも，日本人と寓ヴェトナム人の考え方の大きな違いによるものである。

III初等教育

1945年に，それまでの6年の小学校任意入学制にかわって5年の義務命IJが施行され， それ

以来，就学率は徐々に伸びてきた。文部省の発表によると， 1972年度で前述のように， 85.6%

になっている。

全思統計の就学率としてこの数字をそのま L信用することは無理で、，実態は80%前後であ

るとも言われる。サイゴン市内では， 90%を越えていると考えていい。けれども， 1972年の

激戦のために， ピγ・ロン (BinhLong) とクワンチ (QuangTri} の2つの翁の小学校は休

止状態が続き，わずかに避難民キャンプに新しい学校が関設されて復興がすすめられている。

1 小学校教育の諜題

現在，この留の小学校教育の課題は，こうした現状に立って，次の 3点にまとめられる。

① 教室の数をふやして公立小学校の収容率を高め，希望者全員を収容できるようにする。

(1971年度97%を収容，他は私立学校へ〉

② 学令児の収容率を高める。 1972年現在で， 2，541， 000人の公立小学校児童のうち86.74

%が学令児 (6~10 才)で，他の 13.26% は 10 才以上の子どもである。 この比率は，

社会教育面における文盲対策と椙まって，遂年向上していくものと思われる。

③ 1学級当りの児童数を少なくし，さらに3部部の解消につとめる。学校数・教室数の不

足から， 1971年の1学級平均児童数は81人， 1972年が77人， これを 1973年以降75

人にすることが当面の呂擦である O また，小学校のほとんどは，現在3部詩IJをとってい

る。工部が7時から 10持30分， 2部が10持30分から2持， 3部が2時から5時30分

といった兵合で，教部もその都度交代する。交代時には，校門の前にひしめき合って待

っている子ども遠の姿が自につく。 4ヶ年計画では， 3学級に2教室を目標とし， 3部

命Ijを解摘して当詔2部舗を自ざしている。

2 小学校の学年産

新学期開始8月15日~終業5月初日， この間，祝日のほか， クザスマス休日， 12月

31 日 ~1 月 1 Bの新暦正月休み，テト (1日正月〉休暇約2逓簡などがある。

3 教育内容

臼本の学習指導要領にあたるものが文部省から出されている "ElementaryEducation Cur油

riculum"である。 1960年に出されたものであるが現在も基準として用いられている。

教科の構成については，フランスの影響を受けている。閤語の中の f語い VocabularyJ 
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き取り DictationJr書き方 PenmanshipJなどは，そのあらわれと言っていい。
授業時間数・指導内容とも，--ptの理論的g擦となっているが，実際この通りに行なってい

るところは皆無と言っていい。

第4表は教科毎の一連関の時間数を示しており，第5表は小学校4年生の競定上のタイムテ

{プルである。 しかし，全ての学校が2部告Ij. 3部翁Ijをとっている限りこの規定はあくまでも

仮空のものであって，現実には第6表のように4時間授業とならざるを得なし、。工時限は45分

である O

このように文部省から出されている "ElementaryEducation Curriculum"は全くの理想、で

はあるけれども，内容的には教科書作成とか実際の指導の擦の自やすとなっているので， これ

を日本の学資指導要領と比較してみた。

全般的な特識をあげれば，各教科の叙述の部分で，最初の「指導方針jの項には比較的新し

い教育の考え方が見られる。 これに対して， r指導内容」の項では， 知識の羅列が大部分であ
る。たとえば，地理の f指導方針」には， r地理は観察の科学である。それ放に，学習させよ
うとするものに子ども違を直接触れさせる必要がある。j と新教育の経験主義的な主張が見ら

れる。 さらに， r複雑なごたごたした定義を， 無味乾操な抽象的なやり方で教え込むのでは，
子どもの知的発達を妨げることにしかならなしづと -暗記主義を強くいましめている。

ところが， r指導内容jの項では，学年I1演に f地理的用語j を羅列しているに過ぎない。 2
年生で「平野・山・海・・・.J， 3年生で「北半球・南半球・北極・南極・ 5大陸・・・・」 とし、っ
た表現のみで、ある。

2迄・4表 "El己mentaryEducation Curriculum" (文部省)による 1週間の授業時数

1 2 3 小4・5(男) 小4・5 (女)

1.国 語

a.語 L、 2: 30 1: 50 1: 50 
) . 2: 45 

b. 1)ーデイング 3: 00 1: 20 1: 20 
3: 15 

c. 11寄 言語 1: 00 1: 00 0: 50 。:30 0: 30 

d.番 取 。:30 1: 20 
1: 50 1: 45 1: 45 

e.文 法

f.作 文 1: 30 1: 30 1: 30 1: 30 

g. t雲 g 2b 方 2: 30 1: 00 1: 00 。:30 0: 30 
2.道 徳・公 民 2: 05 2: 05 2: 05 2: 30 2: 30 

3.歴 史 1: 00 1: 00 1: 00 1: 00 
4.池 護 。:50 1: 00 1: 00 1: 00 

5.逐 手ヰ 2: 25 2: 25 2: 25 2: 30 2: 30 

6.算 数 2: 30 3: 00 3: 00 3: 50 3: 50 
7.図 濁 1: 40 。:50 0: 50 。:50 0: 25 
8.ハンデイクラフト 1: 00 1 : 00 1: 00 。:50 
9.家 庭 1: 50 
10.育 !忍 0: 25 
11.少年 活 動 2: 30 2: 30 2: 00 1: 20 0: 50 
12.体育・ゲーム 1: 40 1: 40 1: 40 2: 00 2: 00 
13. i木 怒 1: 40 1: 40 1: 40 1: 40 1: 40 

A ロ 計 25: 00 25: 00 25: 00 25: 00 25: 00 
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第5亥 "Elementary Education Curriculum" (文部省)による小学校4年生の時間叡i

月 火 水 木 金 土

午 M" σコ 苦E

1.30分 道 f恋 /ιえ、I 民 i基 徳 ノふに晶、 民 道 f窓 街 生

2.45分 主主 数 算(計量測数) 作 文 一気 数 算(幾 f議 {学 文

3.35分 国(器ロ日
い至ロ宝口) 玉
0:国5・き取・文法語) 国(認 い三ロ五ロ) (書間き取・文法三ロ五阿) 国(諮 い歪ロ五ロ) 国(書き取語) 

一一
10分

4.30分
毘 語
本)

，ι. 
ナ ぇ
ι

休
一
面
白

誇
本)
国語 j盟諸
(朗読・総記)I (読書活動) 少年活動

み F寺 間

習

史5.30分 i地 理 i歴 史 地 理 1歴

午 f支 の 宮古

6.30分 理 不} 渓 手ヰ 芝霊 手斗

7.25分 81 函 気(言十 算数) 校 図 間 算(計 算数) 放

10分 休み待問 休み待問

8.25分 少年活動 ハンテ1ト・ 言草 少年活動 ハンディト ー 課クラフ クラフ

9.30分 体操・ゲーム 体操・ゲーム 体操・ゲーム 体操・ゲーム

第6妥小学校の待問観察際例(サイゴン市 HOAHUNG IJ~学校 4 年生の場合)

法ぞ月 火 水 木 l
l 道徳歴史衛生問教育|地理道徳

l国(誇 い諮) 問(読 本諸) 作 文 国(諾 い語~ I (齢頭取・文品部 作 文

イ本 み 時 間

3 

習
""..，.. 

ナ 体
縫

イ
ト
裁

デ
フ
・

ン
ラ
作

ハ
ク
ヱ

す桑 少年活動
ハンテ。イ
クラフト i 地域活動
(ヱ作・裁縫)

委主 数 I(喜き取文言)Iお あ|算 数 i理 科
算数
(幾何)

4 

このことから，理念となる「指導方針j にはアメリカ教育の影響が強くあらわれ， r指導内
容」の面には，古いフラ γス教育の影響がそのま L残っていると言っていい。ここ 10数年の
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間に幾度かあった改訂の努力も，異質な2つのものが中途半ばなま Lで同居しただけに終った

感じである。

以下，その特徴的なものを，呂ヌドの例をひきながら比較してみる O

① 冨語:

語い vocabulary，読み reading，暗譜 recitation，書取 dictation，文法 grammar，作文

composition，書き方 penmanshipの7領域に分けられ， それぞれ学年却に内容が割当てられ

てある O

〈日本では聞くこと話すこと" '1読むこと"“書くことH の3領域〉

② 道徳:

「指導方針Jの項で， r単に理論の説坊をするのではなくて，現実生活から例jや物語を取りあ
げて指導するjように注意している。

「指導内容Jでは， r告己に対する義務Jr家庭での義務Jr学校での義務Jr他の人々に対す
る義務jの大きな4領域に分け，各領域毎に学年別の内容を割当てしている。

(日本の場合は， 32項自について，それぞれ低学年・

る。)

③ 公民:

公民としての権利・義務を学年別?こ寵当してし、る。

-高学年の3段階に分けられてい

例:3学年一納税義務，徴兵義務，護法義務， 4学年一不正行為習慣の除去， 5学年一財産

を守る権利，自由と正義を守る義務

(日本では独立しておらず，道徳と社会科の中で教える。)

@歴史:

f指導方針Jで，単なる細かな史実的記龍をねらいとするのではなくて，視聴覚教材を利用

して具体的に理解させることを強調している点が注目される。「重要なことは， 具体的にかつ

視覚的に理解させることである。とくに，特定の時代の特定の人物像や事件像を教えるという

のではなく， 国の過去から現在に至る歴史の全体像を生き生きと理解させることが大切であ

る。」

けれども， 2学年からはじまる「指導内容Jの記当では，項目主義が司につく。例えば 2

学年の場合， r各地域の史跡の訪荷Jr各地域の竪史上の人物の物語Jr歴史上の有名な人物の
物語jの3大項目をあげている。そして， r歴史上の有名な人物の物語」の項では10人の人物
を指定している。例えば「祖国を侵略したアン族をうち破った少年(フ~ .ドング・チーγ.

ヴオング Phu-DongThien-Vuong} 1) Jとし、うように。

このような項目を年代史的に列挙していることから，実i擦の教室の指導の場では，どうして

も，人物史を中心に史実の暗記を中心に課することになる。事実，多くの小学校の授業を参観

したけれども，地域の史跡を教材にしている学校も視総覚教材を利用している教室も見当らな

ヵ、っ7こ。

@地理:

f指導方針」で新教育の考え方が述べられ， r指導内容jで項目羅列主義がE立つのは前述の
通りである。このほかの特徴としては，外器に関する学習が日本の場合より早く， ヴェトナム

1) 2000年以上も前?と中国から侵入したアン主誌を掃討した若い皇子の物語。
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では4学年から始まる点があげられる。

4学年の f指導内容J(全文〉
・ヴェトナムの地理(自然、的・政治的・経済的)

・近隣諸菌カンボジヤ・ラオス・中国・タイ(位壁の理解，わが国との経済，政治，文化

的関係〉

・これらの国の地lZlの書き方

〈日本の;場合， 6学年の社会科で「・・・・現夜の世界における国家潤相互の密接な関係を理解さ

せる....Jrとくに，わが国と関係の深い盟々の位置などについて理解させることj等の割当
がなされている。〉

このようなちがし、は，島国としてのa本と，植民地の置史が長く，地続きの近隣諸留との関
係が生活の中に薩接彰饗している南ヴェトナムという留の地理的条件のちがし、によるものであ

ろう。

@理科:

特識の第 1は，衛生についての習寝づけが，理科 (GeneralScience)の中に含まれているこ

とであるO 遊びから帰宅したとき，食事の前などには手を洗うとL、う内容が2学年の理科の授

業で指導されているのを観た。

第2の特徴としては，地理と同じように「指導方針」の項で観察や具体的理解を強調してい

るのに対して， r指導内容Jの部分が項思議列的に表現されているのが吾立つ。
飼えば，日本の場合は 2学年で「草木には根茎棄があり，育つためには水が必要で、あるこ

とを理解させる。Jr石には色，形，大きさ，由さ，手ざわりなどのちがし、のあることを理解さ
せる。Jと表現されている。 これに対して荷ヴェトナムの場合は， 罰じ 2学年で「よく知られ

ている動物や織物」とか「土と岩(砂と粘土)Jなどの項目だけが諜列されてある。

これでは，実際の指導の場合，植物の名前をあげさせたり石の名前を暗記させることになり

がちで，参観した授業で、も，そのような指導が多く行われていた。

第3の特識としては，南ヴェトナムの場合， 4学年までは生物教材が中心で 8本の「物質

とエネノレギ~J vこ当るものは，最終の5学年で重力と重さ，てこ，磁石，電気などの内容がも
られているだけである。

理科の「指導内容jは，金紋的に見て日本の方がレベルが高いと見うけられた。

⑦算数:

日本の「学習指導要領」に取り入れられている関数・確率・不等式などの斑念は，当然のこ

とながら南ヴェトナムのカリキュラムには見あたらない。

このほかの比較をしてみると， 3学年までは，日本と開じレベルかむしろ民本より患度が高

い内容(例えば2学生存の平行線，日本では4学年で)がもられている。けれども， 4学年から

は，日本の方が切らかに高いレベルの内容をねらいとしている。日本で3学年で取扱われる分

数 4学年の体積の概念や立方体の求穣が，南ヴェトナムではそれぞれl年遅れて教えられる。

このような差は，もちろんカリキュラム観のちがし、によるところもあるが，実捺の授業時間数

配当とも関係してくる。日本の場合，小1:3時間，小2:4時間，小3:5時間，小4以上 :6

時間というように 1週間内の授業時数がどんどんふえている。これに対して南ヴェトナムの

場合は，小1で2:30，小5で3:50と理論的には規定されているが，実際面では 4・5学年で

週4時間である。
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そのほか 2学年の「指導舟容Jにみられる「線の定義・点の定義jというように，項君主

義になりやすい表現が自につく。

@ その他の比較:

第 1に， -ハンデイクラフトに， 日本よりも多くの時間をさいているという点が呂立つ。

これに対して，音楽という教科は独立しておらず，学校活動のやで歌唱指導が行なわれている

に過ぎない。独立教科としての音楽の指導は，ハイスク~/し工学年から 4学年まで遺 1~2 時

間行なわれるだけである。小学校では，それぞれの学級で選んだ欲を，授業に入る前に歌うの

が習慣とされていた。

第2の特徴は，集団活動を通して自弓の人格・身体の言11練を行ない，社会奉仕の精神を形成

することをねらいとした f少年活動jである。この活動は，上記の話的のほか愛国心の形成や

植民地主義ー隷属主義・共産主義の克服をもねらいとしている。

子ども達は，それぞれ 7~10 人からなるグノレ{プに所属する。歌・ゲ{ム・ハンデイクラフ

ト与を応用した技筏訓練・小旅行・キャンプなどの活動を過して，上記の目的を達成されるよう

に教育される。事実，学校における正規の時開の外に，土・日曜日などには，グノレ{プ毎にキ

ャシプに行く姿や公翻危どでゲ{ムに奥ずる子ども違を見かけることが多かった。

4 "Elementary Education Curriculum"と教室実践との関係

前述のように "ElementaryEducation Curriculum" (以下EECと記す〉は，小学校教育の

基準として用いられているものである。けれども日本の学習指導婆領のように強い基準性をも

つものではない。もちろん， 民間の会社で発行される教科書も IMCで出版しているそれも，

この EECを基準としている。 しかし，南ヴェトナムの小学校では， 現在 2部制・ 3部?泌を

とっており， 1 Bせいぜい4時間の授業しかできなし、。とすれば， まず授業時間数から見ても

この基準通りにはし、かないことがわかる。内容についても，一応のBやすとして考えられ，あ

とは教師が個別的に半u断して指導するほかはない。教科書も使用が義務づけられているわけで

なく，もっていない子どもも多し、。

一方，南ヴェトナムの小学校には職員室というものが無い。教師は，出勤するとそれぞれの

教室に震行し， 4時間の護業が終ればさっさと帰宅する。このため，教師間のコミュニケ円シ

ョンも余り無い。日本のような教科毎の研究会組織とか校内研究部というものももっていない。

とすれば，結昂は校長の決めた還期教科時間数を守って，あとは，その担任教師侶人個人の裁

量とか考えに従って現実の教室実践がすすめられることになる。そこで，実際の授業は，

教捕から伝承された古い経験をもとにすすめられることになる。各教科の「指導方針」で視聴

覚教材の利用を強調していても，その設備は皆無に等しいし，教師の考えの予言さから，黒板と

チョ{クによる授業に終始することになる。

このように，教育の物的条件や体制からみて，基準となる EECをそのま L実施することは

不可能に近し、。教師にその点を開いてみると， EECはあくまでも理論的理想的なものだと割

切っている。

これとは逆に， 私立学校などで校長の指導性が強く発揮されているところでは， EECの内

容を越えた高いレベルの教育内容をくむこともできる。事実，サイゴン市内のセγ ト・ト{マ

ス学校1) の小学部工学年の教室では， 4位数の繰り上りのある加算を指導していた。 EECや

1) Saint Thomas Schoolカソリック系の私立学校で小学部・中学部・高等部から成ち， それぞれ
2部昔話で授業している。児議・生徒の合計約8，000人
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教科書には，日本と開じように2位数の加・減算しか出ていない。

このような意味も含めて， EECは白木の学習指導要領のような強い基準性をもっていない

のである。

IV中等教育

南ヴェトナムの中等教育は，義務教育5学年終了後，全国統一(文部省実施〉の入学試験を

受けて入るハイスグ{ルの段階を言う。このハイスク{ノレは， 中等部(junior) 4年， 高等部

(senior) 3年からなり，すべての学校は7年間の一貫教育を狩なう。ハイスク{ルの教師は，

フランスの伝統にならってプロフェ γサ{と呼ばれ，小学校教員より高い評揺を受けているが，

ジ旦ニアレベルとシニアレベルで、は教員の資格に差がある功。

1 中等教育の課題

① 進学率の増加と公立ハイスク ~Iしの増設

小学校5学年を終了した子どもは，それぞれの希望するハイスク{ルで，文部省実施の全鴎

統一入学試験を受ける。競争率はかなり高く， とくに有名校の場合 10f告にもなる。合格した

子どもはハイスク{ル 1学年(通算6学年，以下通算学年で記す〉に入学するが，落第した子

どもはほとんど私立学校に入る。

前述のように公立は全くの無績であり，私立はかなりの経費を要することから2)，ほとんど

の子どもは公立を希望する。しかし，南ヴェトナムでは公立ノ、イスグ{ノしの割合が少ない。

近年，ハイスク{ルに進学を希望する子どもが急増し，正篠な数字は発表されていないが，

小学校終了児震のほぼ 30%~40% が進学していると忠われる。そして， この進学率の増加3)

に公立学校の校舎増築が追いつかず， 1972年震で全ハイスク{ル生徒数の 54%が公立に夜学

しているに過ぎない。他の子ども達は，高い授業料を払って私立のハイスグ{ルに通っている。

そこで文部省のかかえている大きな課題は，公立ハイスク{ノレの数合増やし，公立学校在学

率を第7表のように，この 4年間で62%まで高めることである。

しかし，この場合でも 1学級の生徒数を50人とし， 3学級に2教室をE擦としているか

ら 2部昔話の教育を前提としている。

第7表公立ハイスクーノレ生徒数の増加

1972 1973 1974 1975 

A. G - 6入学者数 140，000 155，500 172，600 191，000 

B.公立学校生徒数 492，380 588，818 689，458 813，264 

C.全ハイスクール生徒数 709，000 1，025，000 1，158，000 1，309，000 

B/C 。% 54% 57% 60% 62% 

② 試験制定の改卒と大学進学率

1) 後述の教員養成の項参照。
2) サイゴン市内，カソリック系セント・トーマス・ハイスク-)レの授業料の例(月額): 
6学年:700P. 7学年:800P. 8学年:900P. 9学年:1， 100P. 10学年:1，200P. 11学年:
1，500P. 12学年:2， OOOP.ほかに，教科警など月額1，000P.
3) 1972年度の場合，前年度受験者数の 1196増。
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戦争により絞壊された閣の経済を建てなおし各謹主主業を発展させるために，大学などの高等

教育を卒業した社会のリ{ダ{を養成することがこの国の教育の急務である。ところが，この

高等教育への道すじを大きく妨げているものが，中等教育における試験制定であると言われる。

この点を解決すべく，文部省は試験制度改卒委員会を設寵し検討した結果，前述のように

1972年からパカロレア Iを蕗止し， 12学年終了後のパカ戸レア IIのみとしたのである。

これによって，大学進学への道を拡大しようとしたので、ある。

③ カリキュラム改革と技術教育の向上

試験制度の改革とともに， 中等教育に関して取り組んで、いる問題は， シニア・ハイスク{

ノL・レベルのカリキュラム改革である。政府は， 1972 年にハイスク ~J"のカリキュラム改革委

員会を設寵して検討中であるが，同時に，中等教育における技術教育の向上に力を入れている。

とくに，全国に19の実験的総会学校1) をつくり， 家寵科・工業デザイン・実務科等のコー

スを設けている。さらに，農業・水産・畜産・工業などの実業学校は，従来のジュニア・レベ

ルの養成を，シニア・ハイスク{ル・レベルの技術者養成制度へと移行させて，賞の向上をは

かろうとしている O

量的な発畏の面からみれば，普通中等教育の生徒数に対する技術教育学校生徒数の割合を

1972年の2.92%から， 1975年には3.50%まで高めることを呂擦にしている。

なお，この技術教育に関する中等教育について，間ドイツがサイゴン近郊に TechnicalSchool 

を建てて援助しており， これを各プロヴィンスにまで広げようとする計画をもっていることが

注告されたへ

2 ハイスク{ノLの学年度

9月15日カミら 6月15日まで‘

3 Programme of Secondary Educa-

tlOn 

小学校のEECに相当するものが， Pro-

gramme of Secondary Education3) と

して文部省から出版されている。

次の第8表は中学部の時間配当表であ

り，第9表が高等部のそれである。

中学部の時間配当は，日本のそれと大

差無い。高等部に関して見ると，文科が

現代文と古文の2コ{ス，理数科が教学

系と実験系の2コ{ス，計4コ{スに分

れているのが特徴的である。

総じて外関諾に対する学習に意点がお

かれている。南ヴェトナムの子ども違は，

6学年から 10学年まで，英語かフラγ

1) Pilot Comprehensive School 

第8表 中等部{宅若返課程)時沼袋j表(遊間) (1972年)

ゐミ三 中 1 中 つ“ 中 3 q:t 4 
国 語 6 6 6 6 

地翠・ 5霊史 3 3 3 3 

全土 会 1 1 1 2 

外国語 8 6 5 5 

自然科学(生物) 1 1+ 1イを 2 

物 王星 l 1 H H 
化 竺必「会 l 1 l 1 
数 寸品ゐd 3 3 3 4 

E十 22 22 ~ 22 24す

自由選択 6 6 6 G 

メE〉3、 28 28す 28 30す

一
※ 選択数手'fの中には次のようなものがある。
音楽，体育・ポーぢナム (関投のようものでさ皇子と
柔道をミックスしたようなものわ職業・家庭，美術

2) 西ドイツは， ζのタイプの援助をタイなど，他の東南アラア諸障にも行なっている。
3) BO GIAO-DUC“CHUONG TRINI王rRUNGHOC" 1971. 
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第9表高等部(普通課程)時間割表(週間)

寺4 文科(現代語)I文科(古文) 王室数科(数学系) 連数料(実験系)

瓦に之と 1 2 3 1 2 3 l 2 3 1 2 3 

国 三ロ三五ロ 5 6 。 5 6 。 3 4 O 3 4 O 
地理・歴史 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

ヰ土 ぷ2入" 2 2 1 2 2 l 2 2 l 2 2 1 

哲 学 O 。 9 。。9 。 O 3 。 。 4 
外思議 l 6 6 6 6 8 6 4 4 3 4 4 3 

外国語 2 6 6 6 。。。 4 4 3 4 4 3 
古 文 O O O 6 5 6 。 O O 。 。 O 
物 現 七12「 2 1 す 11 f τz r 3 3 5 3 3 5 

イむ 守，HJ'，二. 

1Z F 2 1 2 1 1Z f 2 1 1イを lf「 2 lを n 2 

数 gさ 1 l 1 1 l 1 6 6 9 4 4 5 

自然科学(生物) 1 1 l 1 1 l 1 1 1 3 3 4 

言十 25 26 28 25 26 28 2n  28す 30 27す 28す 30 

自由選択:
2 2 2 2 2 2 2 2 2 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

ぇ口、 f労 27 28 30 27 28 30 29を 30を 32 却す 30会 32 
女 28 29 31 28 29 31 却す 31す 33 却す 31す 33 

ス語のいずれかを第1外盟諸として学習する。そして，高等部に進級した後，他の一方を第2

外国語として選択するが， このほか， ドイツ語・スペイン語などを選択できる学校もある。

この菌の人々は，一般に，生活苅語としての外国語の能力は抜群のものをもっている。読解

力については日本の方がレベルが高いようであるが，会話力は圧倒的に南ヴェトナムの方が高

い。裏町の小さな米患で，若い届主が流暢な英語を話すのには驚いたり。 40才過ぎの年室長者に

は，スランス語を話す人の方が多い。

V 高等教育

南ヴェトナムには，現在園立大学と私立大学がそれぞれ5つづつある。

第 10表と第11表は，大学別と学部別に，それぞれ1971年度と 1972年度の学生数を示した

ものである。

国立大学の学生数がEE倒的に多いが，今後パカロレア Iの露止にともない大学進学希望者が
激治する傾向にあり，私立大学の拡充発展が期待されている。

また学部別にみると， パカロレア IHこ合格した者に， 定員の関係からさらに入学試験を設

している罷学部・歯学部・教育学部などに比べて，入学試験の無い法学部・文学部の学生数が

倒的に多い。

近年，社会の需要の題から学部の多様化が必要となり， さらに農業・水産業などのや竪技術

1) ただし，一般市民の会話は，多くの場合s アメリカ兵の影響によるいわゆる G.I. Englishであ
る。
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第10表大学別学生数

大 学 名 1971 

サイゴン 50，314 

[i!] 
二L コニ 4，499 

カントー 4，319 

チェンジャン

立 テーユエンハイ

百十 59，132 

カオジャイ 250 

私
ホアハオ(仏) 1，613 

ミンデュク(カ) 912 

ダラート(カ) 3，877 

立 ウ命アンハーン(仏) 2，733 

五十 9，385 

言念 ;十 68，517 

(仏):仏教系カ):カソリッグ系

築工l章受学部3U学生数

学 苦E 1971 1972 増加率

教 育 学 4，722 5，154 9.1% 

法 えづや- 20，595 33，356 62.0 

文 学 21，677 22，797 5.2 

理 ，一y日f・ 12，112 14，906 23.1 

医 ~予V. 1，745 1，966 12.7 

昔話 守主 206 186 -9.7 

言案 学 1，740 1，431 -17.7 

ヱ E手 595 611 2.7 

政 Jイlム3 合兵 1，578 1，310 -17.0 

fム 教 学 124 153 23.4 

E主 学 221 216 -2.3 

務 学 870 664 -23.7 

経 ii寺 学 293 514 75.4 

殴際関係学 351 

キ土 dコkス q手 1，426 2，154 51.0 
農業工学 156 277 77.6 

農林ffiil妥学 106 273 157.5 

語学センター 141 

?毎 洋 弓ー目G 44 

経 'g 学 369 

総 言十 68，517 86，522 26.3 

1972 減方自主蓉

63，956 27.1% 

6，410 42.5 

5，014 16.1 

198 

190 

75，768 28.1 

605 142.0 

1，805 11.9 

1，552 70.2 

3，131 -19.2 

3，661 33.9 

10，754 14.6 

86，522 26.3 

者を養成するため，地域短大 Community

Collegeの増設がー予定されている。 また，

既存の各謹技術研修機関を短大にレベルア

ップして，社会要求に応えようとしている。

こうした高等教育の充実発展にともない，

現在そのほとんどを外国留学に依存してい

る大学教員の養成を，自居内でも行なおう

という観点から，大学院の設壁も 1975年

までに計画されている。

ともあれ，社会改革と国家経済の発展を

ささえていくリ{ダ{の養成という目擦を

かかげて，大学教育に対する政府の期待は

最近とくに大きい。

けれども，15Z商，長い間のフラ γス支配

とアメリカ箪駐留の彰饗もあって，現在で

も，政府や教育機関の要職は，欧米の大学

卒業生によって占められている。政府高官

になるための近道はフランス留学であり，

ついで、アメリカ・イギリスの大学に学んだ

ものが援還されている。日本の大学に学ん

だ人の数も最近増加しているけれども，そ

の歴史が浅いせいもあって，重姿なポストにつし、ているものは，仏教関係を除いて少なし、。
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VI教員養成制度

1 小学校教員養成

小学校教員になるためには，ハイスク{ル12学年卒業後，パカロレア IUこ合格し， Normal 

Schoolと呼ばれる師範学校 (2年課程)を卒業することが必要で、ある。けれども，この制度は

1973年度から実施されたもので， 現在働いている小学校教員には，大きく分けて次の4種類

のタイプカ1ある。

① (1973年以降の採用者〉ハイスク{ノレ 12学年十師範学校2年課翠

② (1972年以前の採用者)ハイスク{ノレ工工学年十師範学校2年課程

③ (1960年以前の採用者)(ハイスク{ノレ9学年十師範学校2年課珪

¥ハイスク{ル9学年十部範学校1年課程

④ (然資格者)小学校卒から大学卒まで+採用試験に合格: 免許証無

免許証有

④の無資格教員は， 児童数の急増による需要に対して有資格教員の養成が間にあわないた

めに，毎年採用されている人々である。この割合は，現在50%にも達していると言われる。

現在， 全国に16の師範学校があり. 151学級で3，275人の卒業生を送り出しているが， こ

れを逐年拡充し. 1975年には253学級で5，500人の卒業生を送り出すことを目標にしている。

また，長期休暇中には，資格取得のための講習会を開いて現職教育を行なっている。 1972

今には.113の講を開設し.11，000人を対象に現段教育を行なった。

一方，最近の中学校教員の不足にともない，小学校の有資務教員で中学校教員資格試験を受

けてハイスク{ル教員にかわってし、く者が多く問題になっている。これは，小学校教員の待選

や地位が不当に差別されていることによるもので，文部省では，小学校・ハイスク{ノしを通し

て統一俸給表を擁行するよう将来の課題としている。けれども，ハイスグ~/I--教員はプロフェ

ッサ{と呼ばれ大学で養成されるのに対して， 小学校教員は短大レベルの師範学校1) で養成

されることから，社会的評髄に大会な差がある。

従って，この差別は，単に統一俸給表の実施では解決し得ない問題で，教員養成制度全体の

根本的解決が必要と思われる。

2 ハイスク{ノL教員養成

ハイスク~/I--の教員は，同じ学校に勤務していても，ジュニア(中学部〉とシニア(高等部〕

では基礎資格が呉なっている。

高等部教員は，大学教育学部における 4年間の養成課援を卒業しなければならない。これに

対して中学部教員の場合は，大学教育学部の2年課程の養成コ{スを卒業すると資格が与えら

れる。

現在働いているハイスク{ル教員の類型は，次の通りである。

0高等部 senior high school教員の場合

ハイスク{ル 12学年十大学教育学部4年課程

O中学部 junior high school教員の場合

1) 師範学校は履習f戸数からみれば短大レベルと考えられが，文部省での取り扱いは，菅のま』ハイ
スクールのー穫として位澄づけられている。
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① ハイスク-;l--12学年十大学教育学部2年謀程 i 
l有資格者

(2) ハイスク{ノレ 12学年卒業十資格試験 i 長 (1960年以前) ~_ __"---，，"，. _ :' II-l U-"'PJ/ .... 
ハイスク{ノレ 12学年卒業のみ:無資格者

④ 小学校教員からの転向

ノ、イスク{ノレ 12学年卒業者で 2年以上の小学校教員経験者十資格試験

:有資格者

ノ、イスクール教員の不足は，小学校教員のそれよりさらに緊急かつ重大な事態を示している。

毎年2，000人以上の新規採用者が必要であるのに対して，正規の国立大学教育学部卒業者は

1，000人前後に過ぎない。結局，他学部の卒業者を中学部教員として採用したり，前述のよう

な小学校教員からの転向によって補充している現状である。

そこで政府も， 教育4ヶ年計画の最鐙先目標としてこの問題をとりあげ， 1971年には， ほ

とんどの私立大学に教育学部を開設し，さらに地域短大に教育学部を開設するよう努力してい

る。

また，毎年行われる現職教育では， 24，000人のハイスク-;t.-教員を対象:巳各地で講座右f

開いでし、る。

VII教脊方法

1 教育革新への指向と現実

小学校の教育内容の項で述べたように，日本の学習指導要領に担当する“ElementaryEdu-

cation Curriculum"では，学習指導の方針として，子どもの知的活動を助長するような新しい

教育方法の重要性を指擁している。また， 1973年に文部省から出版された前記資料 "Educa司

tional Development 1971 ~ 1973けでも， とくに教育革新 (EducationalInnovation) とし、う

主主を設けて，教育内容・方法の改革について強調している O

"世界の進歩に遅れないために， 教育計画の絶えざる改革が必要で、ある。ヴェトナムの教育

は，不必要な試験を課すことによって，実験実習を通したりアリズムの考え方を犠牲にして，

理論的な学習のみを子ども達に過重にしてきたと批判されている打。 (P31) 

“教育方法に関して言えば，初等教育・中等教育では，教師中心 teacher-centeredから児童

中心 student-centeredの新しい考え方に変り， これによって子ども達は， 単に知識を暗記す

るだけではなく，技能や態震や正しい概念を身につけるようになるだろう日。 (P33) 

筆者の所属した文部省教材セγタ- (Instructional斑aterialsCenter IMC) も， こうした

教育革新をすすめるべき役割をになっている。その機能は，教育方法とかカリキュラム卒新の

ために，教材教具，テレビ・ラジオ等の番組を製作し研究し， これを現職教育に生かしていく

ことにある。

けれども，教育革新に対するこうした指向は，現実の教育実践ではほとんど生かされていな

L 、。

小学校・ハイスク{ノレの授業を多く見たけれども，小学校の場合，黒板とチョ{クを利用し

ての，先生と子どもらとの間のことばのやりとりがすべてである。ハイスク{ルになると，日

本の大学の講義のように，教舗が一方的に講義をして生徒はそれをノ{トするとL、う形式が多

かった。理科の実験も，教師の演示実験のみで，生徒がみずから実験したり観察するという授
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業は見ることができなかった。小学校の場合， IMCが全国に配布しているはずのさし絵や写

真を多く使った教科書や掛図も，ほとんど務用されていなかった。

このような実態は，教師の古い考え方もさることながら，施設設舗の貧弱さと， 1クラス 70

人以上のすし詰学級とL、う教育条件に起関していると恩われる。

南ヴェトナムの小学校には，特別教室というものが無い。教員室すらないのは前述した通り

であるが，理科室もないのであるから実験とか観察としづ教育計画をくむこともできなし、。 2

部制・ 3部制ということで，同じ教室を午後には別の子ども達が使うことから，自分遠の教室

に観察教材を用意することもできない。

生徒数8，344人という最も古い伝統を誇るマンモス学校 DIALONGハイスク{ノレ(女子)

を見学した時，物理と生物の授業で特別教室を使っているのを見ただけである。その物理の授

業 (9学年〉も，光の詔折の実験を戸{ソクを使って教師が演示実験しているだけで， 80人

近い生徒連は，遥かはなれた席から遠く眺めているだけであった。他の教科の授業は，すべて

教師の講義形式ですすめられていた。

70人を越す子ども違に貧弱な施設設{備で教育するのには， 黒板とチョ{クにたよるほか道

はなし、。けれども，そうした突慈の中で，小学校の授業に在自をひいた工夫がひとつあった。

それは，ひとりひとり子どもに，昔，日本で用いた石板のような小黒板1)を持たせ，自分の答

をチョ{クで書いて一斉に提示させる方法であった。

日本のアンサ戸チェッカ{の簡易型として色で区別した円盤を子ども違に提示させる装置が

ある。これに類似したものであるが，大きな字で、書かれた小黒板セ見わたして子どもの反応・

答を一瞬のうちにチェックできるこの工夫は， 70人もの子どもを教える難かしさから生み出

されたものであった。

2 視聴覚教材利用

南ヴェトナムにおけるこの面の実態、は，まさに認拓期にあると言えよう。なん度も述べたよ

うに， 1960年に出された“ElementaryEducation Curriculum"の中では，その指導方針の項

で， 随所に視聴覚教材利用の護要性を強調している。 しかし， 10数年経た現在で、も，実際の

教育現場では，その科用は皆無の状態、と言っていい。

① 視覚教材について

小学校やハイスク{ノレにあるものと言えば，せいぜよし、掛閣と標本である。幻ni畿は，以前，

米家が使用した古いものを寄婚された学校もL、くつかあるらしいが，維持補修の不可能なこと

から，現在は全く{吏用されていない。だいたい教材となるスライドが無いのである。もちろん

市販されているものはなし、から，授業で使用しようとすれば自作するほかはなし、。自作の方法

につし、ても，ここ 1・2年， IMCで師範学校やサイゴン大学教育学部の学生に指導しはじめた

ばかりであるから，実際の科用は皆無の状態、である。

16ミリ映写機を所有していた学校は， 見学した学校のうち，サイゴン師範学校と， この留

で男子の最名門ハイスクールと言われる ChuVan An High Schoolのみであった。もちろん，

この国で作られた教材映画は無し、。利用するとすれば，外患から持ち帰ったフィルムか，サイ

ゴン市内の各爵文化セγタ{や大使館などから借用するほかはない。

従って，この国の小学校やノ、イスク~}しで、使用で、きるものは， IMCがシルク・スクリ{ン

1)ま.25cmx15cmぐらいのもので smallboardと呼ばれていた。



126 石 JII 桂司 (308) 

方式で印部して各小学校に配布した掛図か標本，それに後述するラジオ番組ぐらいなものであ

る。けれども，見学した約20校.200以上の学級のうち，視聴覚教材を利用した授業は1例の

みであった。授聴覚教材利用の研究をこれから始めようと動き出したサイゴン市内の BanCo 

小学校の研究設業で，理科(衛生)の時間に教師が撞いた絵を2・3枚黒板にはって説明して

いた場聞のみである。

このi昔、か，サイゴン繭範学技学生の実智授業では，やはり実習生の摘し、た絵を使って授業し

ていた例が2・3あった。

つまり，学校?こ備えつけてあるはずの掛図すら科用されていないのが実態である。

② 放送教材について

まず，番組の製作状況についてみると，テレビの場合， 日中電波が送られていないこともあ

って，学校向放送はしていない。陣営テレピ馬は，夕方から一般向の白黒番組を放送している

が， その中に子ども向教養番組として， “クイズショー"とフイノレムによるアジア諸国の紹介

番組を遇二本放送しているのみである。テレビ受{象機を所有している学校はもちろんない。ラ

ジオについては. IMCで逓12番組(第12表〉を製作し， 毎日，午前・午後2香組づっ，潟

放送も含めて，週恋22番組を放送している。

主主12表学校放送ラジオ悉総一党 (各若手続とも 15分)

がI 撃と(学年) 千幸 長且 対 室長(学年) 主客 主主

1 . 2 ・3 z、L以i会 徳 4 ・5 社 会(地主主)

4 ・5 7、i以工- 2怒 小学校 コ日記 楽(歌 F島)

5 公 Eミ 中学校 d日'" 楽(歌唱)

7 公 Eミ 小学校 国 語

8 ~ 民 小学校 歴 史(f卒人伝)
9 戸ふ‘、 民 小学校 f采 健 f卒f 主主

さらに受信設慌の面を見ると， もちろん日本のような全校式放送設掃をもった学校は全く無

い。せいぜし、トランジスタ{ラジオ理度である。学校放送が開始された1966年に. El本政府

から 5，000台のトランジスタ{ラジオが贈ら:礼金閣の小学校に配布された。さらに， 1973 

年度に南ヴェトナム文部省の予算によって 4，500台のラジオが同じく小学校に記布された。

このように，文部省関係者は，学校放送ラジオ番組の利用に椙当期待を寄せているけれども，

実務の教育現場での利用は，ほとんどなされていないと言っていい。受信機の配布を行なった

文部省や各プロヴインスの教育行政当局も，その利用状況などについての followup を全く

していなし、。番組を作っている IMCも詞識であり， まさに「送りつ放し」といったところで

ある。

科用されない理由はいくつかあるが，その主なものは，受信機の不足と 2部昔話・ 3部掛から

くる科用体制の問題である。

日本から贈られた5，000台の受信機は，現在，その多くが行方不明になったと言われる。フ

ァントム戦斗機の計器類がし、つの簡にか抜きとられて，関市のj苫頭で売られていたという闘で

あるから， トランジスタ{ラジオの行方もおして知るべしである。たとえ，無事に学校にあっ

たにしても 1台ぐらいでは，せいぜい校長室で利用されている麓度である。これは，日本の

放送教育の初期の壌にもあったと閉じ状態である。
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さらに，その利用を困難にしているのは 2部制1・3部鵠とし、う学校体昔話である。つまり学

校によって時刻表が大巾に異なるのである。テ{プレコーダ{も無いわけだから，当然教室で

ども達に授業特に開かせるということは難かしい。ここに，放送教材利用の難かしい最大の

原因がある。そして，このことは，将来テレビ放送が姶った場合で、も 2部告Ij・ 3部制が行な

われている限り，向じ問題が続くと思われる。

③ IMCについて

IMCは，前述のように，教科書印郡と教材教具科用?こ関するこの盟の中枢的機関である。

視聴覚教育に関して I拡Cの現在になっている役割を挙げてみると，次のようになる。(“教

育発畏4ヶ年計画日から〉

a. 新しい教具教材を研究開発し，これを製作して全閣の学校に配布する。

b. 学校放送ラジオ番組を製作し，全閣のすべての小学技における利用を推進する。

c. テレビ教育の研究と発展に努力し， 1975年までに関由路テレビを完成させる。

なお，全国に対するテレビ教育については， 10年設の完成を予定しているo

d. 視聴覚教材利用に関する現段教育を行なう。

e. サイゴン師範学校，サイゴン大学の教員養成に協力する。

f. そのほか，国営テレピ局から放送している“クイズショ{円の製作，瀧外教育挟雷のほ

ん訳，スライド等の製作の仕事がある。

cに挙げた閉回路テレどは， 1974年3月現在， IMCのテレビスタジオとi弊設するサイゴン大

学教育学部実習校 PetrusKy High School (6学年1教室)並びにサイゴン師範学校実習校

Demonstration School (5学年1教室〉とを有線で結ぶ計画である。そして，理科番組を利用

しての効果・方法等について研究を行なうべく準鍛中であった。 しかし， IMCには16ミワカ

メラしか無く，テレピカメラも映像調整卒も無いことから，すべての教材は16ミザで撮影し，

プロジェクタ{にかけて両校に送る方式を採用していた。今後， B本政府に対する大巾な援劫

要請によって，テレビ製作部門の施設設慌の充実をはかつてし、く計画をもっている。

@ 問題点

このようにIMCを中心として， この罷の視聴覚教材利用を推進するための計画がたてられ

実施されているけれども，現実の教育現場における利用は，これまでも述べてきたように，ほ

とんどなされていないと言っていい。

その理由は，幻灯機すらないという設儲の貧弱さ，暗幕も電源の入った教室もない。まして

2部詰1]， 3部舗をとっているような教室不足の現状では，視聴覚室もあるはずがない。

こうした諸条件の悪さに加えて，教師の側には，研究会組織というものが全く無い。

校内の教師痛のコミュニケ Fーションすらほとんど行なわれていないのは前述の通りである。従

って，ひとりひとりの教師が，自分の経験と判断の範臨内で伝統的なタイプの教育を行なうこ

とになる。

また， 2部制1・3部命IJの現実と， テ{プレコ{ダ{・ VTRの無い現状にあって， 時間的制

約のともなう放送教材の利用は，まず不可能に近いと言っていい。

こう考えてくると，まず当面，掛図とかスライド等の倍i単な教材が日営的に利用できるよう

に物的条件を整えること， ラジオの普及と科用についての研究体制をととのえることが必要と

なろう。

動く挟{象教材を子ども達?こ経験させるためには，第ニ次大戦後，日本で行われた巡芭映画の
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方式も一考?こ錯する。けれどもこれとて騒幕・電源の問題があることから，むしろ，電源・機

械・教材をセットにした VTR~居率などが宣言j く映像教材を手軽るに提供する方法としては実

現の可能性がある。

また， この 2 年間 (1972~1973) 行なわれた日本政府のコロンボ計画による援助も， 単に新

しい機材を持ち込んでデモンストレ{ションする段階から，実験学校などを設定して，今後い

かにしたなら教育現場に視聴覚教材利用が普及していくか，その方法を求めるべき時期に来て

いると忠、われる。

VIII その他の教育問題

l 就学前教育

ヴェトナムにおける就学前教育は，その大部分を私立幼稚題に依存している。公立は予算

不足のために少ないし，し、くつかの師範学校に実習のための幼児学級が設けられているに過ぎ

ない。当面の教育発展計画の中でも， 義務教育(ノj、学校)・中等教育の施設設構と教師不足解

消に重点がおかれ，幼克教育については手がまわらないといった状態で、ある。ちなみに， 1972 

年度の文部省発表によれば，全国で私立幼稚爵児は62，696人であり，公立幼稚盟児は22，891

人である。

この面の発展拡充は，第2次以降の教育発展計調に期待されている。

2 障害見教育

心身障害児教育に関する統計とか発展計画は，前述したどの資料からも読みとることができ

なかった。文部省はじめ教育関係者に開いても， この面に関ずる明確な数学や答を聞き出すこ

とができなかった。

現在ある公立の障害児教育機関としては，サイゴンとダラ{トに盲学校(男女合計約100人)

があるだけで， あとは，保態省、立のザハピザテ{ション施設1)に肢体不自由児が60人収容さ

れ学習しているのみで・ある。このほか，主としてカソりック系の私立機関で若干の富児・ろう

克・精神薄弱児を教育しているが， これについての統計すら文部省で把握していなかった。

17才以上の障害者(富・ろう・肢体不自由者)に関しては， f，采寵省、管括のリハビリテ{ショ

ンセンタ{があり，ある麗震の職能訓練が行なわれている。

このように対策は全く遅れているが， I環害児の姿は街の中でも相当告についた。とくに戦争

による身体静害克や予防対策の遅れから， 日本では既に10数年前から絶滅されたと言われる

ポリオの子どもが， i者ヴェトナムの街でよく見かけられた。

3 社会教育

衛ヴェトナムの社会教育は，現在，次の3分野からなっていると言われる。

a) 文盲対策

b) 児童・生捷の文化向上

c) 成人に対する職業教育

しかし，この分野についても，当面する問題があまりに大きいために，文部行政のエネルギ{

1) 1966年に00防省立の戦傷者施設として作られ，後に保健省に移管された。 E王者・肢体不自由者
iと対して移:能訪11主主等を行なっている。 1973年までに，会毘5ケ所iと分局が作られた。
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を集中的に注ぐことはできないようである。主として a)の文盲対策に重点をおき，他は他省

庁(たとえば， c)の労働者のように)や他のあらゆる私的公約機関の協力によって成果を期待

したいとしている。

教育発展4ヶ年計画によれば， 1972年の文富率18%(3，477，780人〉を， 1975年には15%

(3，166，800人)にすることを自擦にしている O この間，合計311，000人が文富対策さ学級 (Anti-

illeteracy Class)に参加するものと見込み， 第 13表のような計画を立てている。そして， 現

実に年荷約 500の文言対策学級が開かれている。

第 13表

学級生数 学級数 講師養成学級 養成講師数

1972 31，100人 477 20 6∞人

1973 62，200 1，555 20 6α。
1974 93，300 2，442 20 600 

1975 124，400 3，109 20 600 

合計 311 ，000 7，583 80 2，400 

さらに，前述のような義務教育就学率の向上によっても，文官率は徐々に減少していくと予

想される。いっぽう，戦争による生活の不安定，物価高による経済生活の困難さがこれら社会

教育の進展に支障をきたしていることも事実である。加えて，言語の異なる山岳民族に対・する

文害対策など，この分野のかかえている課題も大さい。

おわりに

i者ヴェトナムの知識人の多くは， ヴェトナム戦争について次のように考えている。

"この戦争が， 南ヴェトナム政府軍と解放戦線だけの戦いであるならば， 戦争の完全終結も

それほど難しくはなし、。たとえ解放戦線の背後に北ヴェトナム政府の大きな後押しがあっても，

その後押しが純粋に北ヴェトナム政府の力だけであるならば，戦争の規模もそれほど大きくは

ならないし，その終結の見通しも立つ。ところが，相方の背後に，アメリカがおりソ連・中共

とL、う巨大な武器供給源がある限り，パリ協定成立後と言えども戦争は絞らないだろう日。

南ヴェトナムの人々に戦争について開いてみると，多くの人々はこのように答える O

現に，パリ和平協定成立後，米軍は議選したとは言うものの，依然として 8，500人もの米国

寧事額問が南ヴェトナムに残っていると雷われ，武器弾薬の告さ給は続けられているのである。

解放戦線側の背景も現実的には協定以前とさして変っていないだろうというのが常識になって

いる。少くとも， 1974年4月現在の状態は，こう言い切っても誤りはない。

このように，最近の世界史では例を見ないくらいに長期化し涜沼化したヴェトナム戦争，そ

して，和平協定後の今なお続けられている戦争のために，南ヴェトナムの社会全体の払ってい

る犠牲は，はかり知れなし、。教育界とてその例外ではない。今迄述べてきたいろいろの問題，

解決されなければならない課題は，すべてこの戦争に起因すると言える。

サイゴンのハイスク{ノレ(中学部〉のひとりの女教師が次のように話していた。

“子ども達の学力は， 10年前に比べて明らかに落ちてきていることがわかります。その理由
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は，少ない授業持数，すし詰学級，貧弱な施設設備など物的条件の貧しさによる面もあるでし

ょう。けれども，何よりも大きいのは，教師がアルバイトに追われて 1時間1時間の授業に

身を入れていないこと。男の教員は絶えず撤兵と戦死の不安にさらされ，そのことが教師とい

う職業に使命感を失わせ計画性を持たせにくい最大の原因となっています。女子教員も，そう

した不安定な家躍生活を守ることだけで縞いっぱし、なのです。

そう L、ぅ意味では，学力低下の最大の原霞は教舗の姿勢にあり，深く反省していますH 。

南ヴェトナムのごく平凡な， そしてまじめに教育を心記している 30才代の女教部はこう話

してくれた。

そうし、う意味で，荷ヴェトナムの教育のかかえているすべての問題は，戦争によってもたら

されたものである。

この女教師は，続けて次のように話してくれた。

“でも，パリ和平協定以後，戦斗が大巾に縮少されたことから，人々の心に少しづっ安らぎ

がもどってきています。戦場から夫が帰って来て落ち着いた家庭も多L、。軍隊から験場にもど

っている 20代 30代の男子教員もふえています。

平和がほんものになり， 思防費が50%以上とL、う無茶な戦争経済が平和経済に変っていく

とき，学校も教師もそして子ども達も，落ち着きをとっ戻ずでしょう。

そういう，ほんものの教育のできる臼が竿くくることを願っています円。

この稿を終るに当って，そのような南ヴェトナムの教室風景が一日も卒く実現されることを

折ってやまない。

引用文献

1) “Republic of VIETNAM Educational Development 1971-1973" UNESCO Geneva， 1973 
2) “Educational Development Plan 1972-1975" Republic of VIETNA五!lMOE， 1972 
3) “Elem色ntaryEducation Curriculum" Department of National Education， Republic of VIE-
TNAM， 1960 
4) “CHUONG TRINH TRUNG 1王OC"BO GIAO-DUC， 1971 (“Progr amme of Secondary 
Education" Repub1ic of VIETNAl¥1 MOE， 1971) 
5) 潟村昭彦「南ヴェトナム戦争従翠記」岩波新書 1965 
6) 潟村昭彦 f続南ヴェトナム戦争従翠記j岩波新番 1966 
7) 苛馬宣言太郎「人間の集団についてーヴェトナムから考える-Jサンケイ新開社 1973 
8) rベトナム研究J誌編 肉食古志郊訳 fベトナム筒題入門j新日本新書 1967 
9) 松本信広「ベトナム民族小史j岩波新書 1969 
10) 本多勝-r戦場の村J朝日新開社 1969 
11) 滋侭珠箸 )11本邦衛総「ヴェトナム亡国史J東洋文庫 1966 



(313) “ヴェトナム共和国の教育について" 131 

写真説明

1. 長い戦争で破壊された学校の跡，タワンチ市にて。

2. 高校から小学校まで，校舎不足のためすし詰学殺が多い。女子高校の授業風景。

3. サイゴン郊外の回舎の小学校。パラック建ての校舎で1クラス 60人ぐらいの子どもが学習し

ていた。

4. 都市部の学校は校地が狭く，校庭もないので，授業の間の休み時間には， 子ども達が学校に

付属するように隣設している飼人経営のどリヤードに集り，玉突きを楽しんでいた。

5. i菊ヴ z トナムの子どもらは， 小学校1年生から熱心に勉強する。先生のお話を熱心にノート
に書く子ども達。

6. 視聴覚教*オの利用はこれからというところO 絵を使って~語の語い指導をしている-/;(教師。
7. sm旦11boardと呼ばれるスレ{ト(石板)な使って計算している小学校3年生。

8. このスレートは， ノートの役目と問時に，教師が子どもの答を短時間に点検できる簡易アン
サ{・チェッカ{の役目をはたしていた。
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